
平
成
二
十
九
年
内
閣
府
令
第
五
十
号

人
工
衛
星
等
の
打
上
げ
及
び
人
工
衛
星
の
管
理
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則

人
工
衛
星
等
の
打
上
げ
及
び
人
工
衛
星
の
管
理
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
八
年
法
律
第
七
十
六
号
）
及
び
人
工

衛
星
等
の
打
上
げ
及
び
人
工
衛
星
の
管
理
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
二
十
九
年
政
令
第
二
百
八
十
号
）
の
規
定

に
基
づ
き
、
並
び
に
同
法
を
実
施
す
る
た
め
、
人
工
衛
星
等
の
打
上
げ
及
び
人
工
衛
星
の
管
理
に
関
す
る
法
律
施
行

規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

（
定
義
）

第
一
条
　
こ
の
府
令
に
お
い
て
使
用
す
る
用
語
は
、
人
工
衛
星
等
の
打
上
げ
及
び
人
工
衛
星
の
管
理
に
関
す
る
法
律

（
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
使
用
す
る
用
語
の
例
に
よ
る
。

（
人
工
衛
星
等
の
打
上
げ
を
行
う
者
と
業
務
上
密
接
な
関
係
を
有
す
る
者
）

第
二
条
　
法
第
二
条
第
八
号
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る
者
と
す
る
。

一
　
当
該
人
工
衛
星
等
の
打
上
げ
を
行
う
者
の
従
業
者

二
　
当
該
人
工
衛
星
等
の
打
上
げ
の
用
に
供
さ
れ
た
資
材
そ
の
他
の
物
品
又
は
役
務
の
提
供
を
し
た
者
及
び
そ
の

従
業
者

（
特
定
ロ
ケ
ッ
ト
落
下
等
損
害
）

第
三
条
　
法
第
二
条
第
九
号
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
事
由
は
、
次
に
掲
げ
る
事
由
と
す
る
。

一
　
戦
争
、
暴
動
等
に
よ
る
著
し
い
社
会
秩
序
の
混
乱

二
　
前
号
に
掲
げ
る
事
由
の
ほ
か
、
法
第
九
条
第
二
項
に
規
定
す
る
内
閣
総
理
大
臣
の
承
認
を
受
け
た
損
害
賠
償

担
保
措
置
に
お
け
る
ロ
ケ
ッ
ト
落
下
等
損
害
賠
償
責
任
保
険
契
約
に
お
い
て
、
保
険
者
が
保
険
金
を
支
払
わ
な

い
こ
と
と
し
て
い
る
事
由
で
あ
っ
て
、
内
閣
総
理
大
臣
が
適
当
と
認
め
る
も
の

（
人
工
衛
星
の
管
理
を
行
う
者
と
業
務
上
密
接
な
関
係
を
有
す
る
者
）

第
四
条
　
法
第
二
条
第
十
一
号
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
者
は
、
当
該
人
工
衛
星
の
管
理
を
行
う
者
の
従
業
者
と
す

る
。

（
人
工
衛
星
等
の
打
上
げ
に
係
る
許
可
の
申
請
等
）

第
五
条
　
法
第
四
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
様
式
第
一
に
よ
る
申
請
書
を
内
閣
総
理
大
臣
に
提

出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
前
項
の
申
請
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
法
第
十
三
条
第
一
項
の
型
式
認
定
を
受
け
て
い
な
い
人
工
衛
星
の
打
上
げ
用
ロ
ケ
ッ
ト
を
用
い
て
人
工
衛
星

等
の
打
上
げ
を
行
お
う
と
す
る
者
に
あ
っ
て
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類

イ
　
人
工
衛
星
の
打
上
げ
用
ロ
ケ
ッ
ト
の
設
計
が
第
七
条
に
定
め
る
ロ
ケ
ッ
ト
安
全
基
準
に
適
合
し
て
い
る
こ

と
を
証
す
る
書
類

ロ
　
飛
行
中
断
措
置
そ
の
他
の
人
工
衛
星
の
打
上
げ
用
ロ
ケ
ッ
ト
の
飛
行
経
路
及
び
打
上
げ
施
設
の
周
辺
の
安

全
を
確
保
す
る
方
法
を
記
載
し
た
書
類

ハ
　
人
工
衛
星
の
打
上
げ
用
ロ
ケ
ッ
ト
と
打
上
げ
施
設
の
適
合
性
を
確
保
す
る
技
術
的
条
件
を
記
載
し
た
書
類

ニ
　
人
工
衛
星
の
打
上
げ
用
ロ
ケ
ッ
ト
の
飛
行
実
績
又
は
試
験
結
果
を
記
載
し
た
書
類

ホ
　
人
工
衛
星
の
打
上
げ
用
ロ
ケ
ッ
ト
の
信
頼
性
の
評
価
結
果
を
記
載
し
た
書
類

ヘ
　
人
工
衛
星
の
打
上
げ
用
ロ
ケ
ッ
ト
が
設
計
に
合
致
し
て
い
る
こ
と
の
確
認
方
法
を
記
載
し
た
書
類

二
　
法
第
十
六
条
第
一
項
の
適
合
認
定
を
受
け
て
い
な
い
打
上
げ
施
設
を
用
い
て
人
工
衛
星
等
の
打
上
げ
を
行
お

う
と
す
る
者
に
あ
っ
て
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類

イ
　
打
上
げ
施
設
の
場
所
、
構
造
及
び
設
備
が
第
八
条
に
定
め
る
型
式
別
施
設
安
全
基
準
に
適
合
し
て
い
る
こ

と
を
証
す
る
書
類

ロ
　
飛
行
中
断
措
置
そ
の
他
の
人
工
衛
星
の
打
上
げ
用
ロ
ケ
ッ
ト
の
飛
行
経
路
及
び
打
上
げ
施
設
の
周
辺
の
安

全
を
確
保
す
る
方
法
を
記
載
し
た
書
類

ハ
　
人
工
衛
星
の
打
上
げ
用
ロ
ケ
ッ
ト
と
打
上
げ
施
設
の
適
合
性
を
確
保
す
る
技
術
的
条
件
及
び
そ
の
条
件
に

適
合
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
書
類

三
　
そ
の
他
内
閣
総
理
大
臣
が
必
要
と
認
め
る
書
類

３
　
法
第
四
条
第
二
項
第
六
号
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

一
　
人
工
衛
星
の
打
上
げ
用
ロ
ケ
ッ
ト
の
型
式
、
機
体
の
名
称
及
び
号
機
番
号

二
　
人
工
衛
星
の
打
上
げ
用
ロ
ケ
ッ
ト
に
搭
載
さ
れ
る
人
工
衛
星
の
名
称

三
　
申
請
者
が
法
人
で
あ
る
場
合
は
、
役
員
の
氏
名

四
　
使
用
人
の
氏
名

五
　
法
第
五
条
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
こ
と
。

４
　
内
閣
総
理
大
臣
は
、
法
第
四
条
第
一
項
の
許
可
を
し
た
と
き
は
、
申
請
者
に
対
し
、
そ
の
旨
を
通
知
す
る
と
と

も
に
、
様
式
第
二
に
よ
る
許
可
証
を
交
付
す
る
も
の
と
す
る
。

５
　
打
上
げ
実
施
者
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
交
付
を
受
け
た
許
可
証
を
内
閣
総
理
大
臣
に
返
納
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
許
可
は
、
そ
の
効
力
を
失
う
。

（
心
身
の
故
障
に
よ
り
人
工
衛
星
等
の
打
上
げ
を
適
正
に
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
者
）

第
五
条
の
二
　
法
第
五
条
第
三
号
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
も
の
は
、
精
神
の
機
能
の
障
害
に
よ
り
人
工
衛
星
等
の
打

上
げ
を
適
正
に
行
う
に
当
た
っ
て
必
要
な
認
知
、
判
断
及
び
意
思
疎
通
を
適
切
に
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
者
と
す

る
。

（
使
用
人
）

第
六
条
　
法
第
五
条
第
四
号
及
び
第
五
号
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
使
用
人
は
、
申
請
者
の
使
用
人
で
あ
っ
て
、
当
該

申
請
者
の
人
工
衛
星
等
の
打
上
げ
に
係
る
業
務
に
関
す
る
権
限
及
び
責
任
を
有
す
る
者
と
す
る
。

（
ロ
ケ
ッ
ト
安
全
基
準
）

第
七
条
　
法
第
六
条
第
一
号
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
人
工
衛
星
等
の
打
上
げ
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
飛
行
能
力
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二
　
着
火
装
置
等
の
故
障
、
誤
作
動
又
は
誤
操
作
（
以
下
「
故
障
等
」
と
い
う
。
）
が
あ
っ
て
も
、
人
工
衛
星
の

打
上
げ
用
ロ
ケ
ッ
ト
の
飛
行
経
路
及
び
打
上
げ
施
設
の
周
辺
の
安
全
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
る
措
置
が
講
じ

ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

三
　
人
工
衛
星
の
打
上
げ
用
ロ
ケ
ッ
ト
の
位
置
、
姿
勢
及
び
状
態
を
示
す
信
号
を
送
信
す
る
機
能
を
有
す
る
も
の

で
あ
る
こ
と
。

四
　
人
工
衛
星
の
打
上
げ
用
ロ
ケ
ッ
ト
の
飛
行
中
断
措
置
に
よ
り
当
該
人
工
衛
星
の
打
上
げ
用
ロ
ケ
ッ
ト
の
飛
行

経
路
及
び
打
上
げ
施
設
の
周
辺
の
安
全
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
る
機
能
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

五
　
人
工
衛
星
の
打
上
げ
用
ロ
ケ
ッ
ト
の
飛
行
経
路
及
び
打
上
げ
施
設
の
周
辺
の
安
全
確
保
を
図
る
機
能
を
構
成

す
る
重
要
な
シ
ス
テ
ム
等
に
、
故
障
等
が
あ
っ
て
も
機
能
す
る
た
め
に
十
分
な
信
頼
性
の
確
保
及
び
多
重
化

（
同
一
の
機
能
を
有
す
る
二
以
上
の
系
統
又
は
機
器
を
同
一
の
シ
ス
テ
ム
に
配
置
す
る
こ
と
を
い
う
。
以
下
同

じ
。
）
の
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

六
　
人
工
衛
星
等
が
分
離
さ
れ
る
と
き
に
な
る
べ
く
破
片
等
を
放
出
し
な
い
た
め
の
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
も

の
で
あ
る
こ
と
。

七
　
人
工
衛
星
の
打
上
げ
用
ロ
ケ
ッ
ト
を
構
成
す
る
各
段
の
う
ち
軌
道
に
投
入
さ
れ
る
段
に
、
人
工
衛
星
を
分
離

し
た
後
に
な
る
べ
く
破
砕
を
防
止
す
る
た
め
の
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

（
型
式
別
施
設
安
全
基
準
）

第
八
条
　
法
第
六
条
第
二
号
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
打
上
げ
施
設
が
、
当
該
打
上
げ
施
設
の
周
辺
の
安
全
を
確
保
で
き
る
場
所
に
あ
り
、
か
つ
、
重
要
な
設
備
等

に
保
安
上
適
切
な
対
策
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

二
　
打
上
げ
施
設
に
、
人
工
衛
星
の
打
上
げ
用
ロ
ケ
ッ
ト
の
飛
行
経
路
及
び
そ
の
周
辺
の
安
全
を
確
保
す
る
適
切

な
発
射
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
装
置
を
備
え
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

三
　
人
工
衛
星
の
打
上
げ
用
ロ
ケ
ッ
ト
に
使
用
す
る
着
火
装
置
等
に
係
る
重
要
な
シ
ス
テ
ム
等
の
故
障
等
が
あ
っ

て
も
、
人
工
衛
星
の
打
上
げ
用
ロ
ケ
ッ
ト
の
飛
行
経
路
及
び
打
上
げ
施
設
の
周
辺
の
安
全
を
確
保
す
る
こ
と
が

で
き
る
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

四
　
飛
行
安
全
管
制
（
人
工
衛
星
等
の
打
上
げ
を
終
え
る
ま
で
、
全
部
若
し
く
は
一
部
の
人
工
衛
星
が
正
常
に
分

離
さ
れ
て
い
な
い
状
態
に
お
け
る
人
工
衛
星
等
の
落
下
、
衝
突
又
は
爆
発
に
よ
り
、
地
表
若
し
く
は
水
面
又
は

飛
行
中
の
航
空
機
そ
の
他
の
飛
し
ょ
う
体
に
お
い
て
人
の
生
命
、
身
体
又
は
財
産
に
損
害
を
与
え
る
可
能
性
を

最
小
限
に
と
ど
め
、
公
共
の
安
全
を
確
保
す
る
こ
と
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
や
飛
行
中
断
措
置
を
講
ず
る
た

1



め
に
必
要
な
、
次
に
掲
げ
る
無
線
設
備
を
打
上
げ
施
設
に
備
え
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。
た
だ
し
、
飛
行
安
全

管
制
や
飛
行
中
断
措
置
を
講
ず
る
た
め
に
次
に
掲
げ
る
無
線
設
備
を
備
え
る
そ
の
他
の
場
所
を
使
用
す
る
場
合

は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

イ
　
人
工
衛
星
の
打
上
げ
用
ロ
ケ
ッ
ト
の
位
置
、
姿
勢
及
び
状
態
を
示
す
信
号
を
電
磁
波
そ
の
他
を
利
用
し
て

受
信
す
る
方
法
に
よ
り
把
握
す
る
機
能
を
有
す
る
無
線
設
備

ロ
　
人
工
衛
星
の
打
上
げ
用
ロ
ケ
ッ
ト
が
飛
行
中
断
措
置
を
信
号
を
受
信
す
る
こ
と
に
よ
り
行
う
場
合
に
お
い

て
は
、
当
該
飛
行
中
断
措
置
を
講
ず
る
た
め
に
必
要
な
信
号
を
送
信
す
る
機
能
を
有
す
る
無
線
設
備

五
　
人
工
衛
星
の
打
上
げ
用
ロ
ケ
ッ
ト
の
飛
行
経
路
及
び
打
上
げ
施
設
の
周
辺
の
安
全
確
保
を
図
る
機
能
を
構
成

す
る
重
要
な
シ
ス
テ
ム
等
に
、
故
障
等
が
あ
っ
て
も
機
能
す
る
た
め
に
十
分
な
信
頼
性
の
確
保
及
び
多
重
化
の

措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

（
変
更
の
許
可
の
申
請
等
）

第
九
条
　
打
上
げ
実
施
者
は
、
法
第
四
条
第
二
項
第
二
号
か
ら
第
五
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
を
変
更
し
よ
う
と
す
る

と
き
は
、
様
式
第
三
に
よ
る
申
請
書
に
、
第
五
条
第
二
項
第
一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
書
類
の
う
ち
当
該
変
更

事
項
に
係
る
書
類
及
び
当
該
人
工
衛
星
等
の
打
上
げ
に
係
る
同
条
第
四
項
の
許
可
証
の
写
し
を
添
え
て
、
内
閣
総

理
大
臣
に
提
出
し
、
そ
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
内
閣
総
理
大
臣
は
、
法
第
七
条
第
一
項
の
変
更
の
許
可
を
し
た
と
き
は
、
打
上
げ
実
施
者
に
対
し
、
そ
の
旨
を

通
知
す
る
と
と
も
に
、
当
該
人
工
衛
星
等
の
打
上
げ
に
係
る
第
五
条
第
四
項
の
許
可
証
を
返
納
さ
せ
た
上
で
、
様

式
第
二
に
よ
る
許
可
証
を
再
交
付
す
る
も
の
と
す
る
。

３
　
法
第
七
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
軽
微
な
変
更
は
、
法
第
四
条
第
二
項
第
二
号
か
ら
第
五
号

ま
で
に
掲
げ
る
事
項
の
実
質
的
な
変
更
を
伴
わ
な
い
も
の
と
す
る
。

４
　
打
上
げ
実
施
者
は
、
法
第
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
様
式
第
四
に
よ
る
届

出
書
に
、
変
更
事
項
に
係
る
書
類
及
び
当
該
人
工
衛
星
等
の
打
上
げ
に
係
る
第
五
条
第
四
項
の
許
可
証
の
写
し
を

添
え
て
、
内
閣
総
理
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
賠
償
措
置
額
）

第
九
条
の
二
　
法
第
九
条
第
二
項
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
金
額
は
、
人
工
衛
星
の
打
上
げ
用
ロ
ケ
ッ
ト
の
設
計
、
打

上
げ
施
設
の
場
所
そ
の
他
の
事
情
を
勘
案
し
て
、
内
閣
総
理
大
臣
が
財
務
大
臣
と
協
議
し
て
定
め
る
も
の
と
す

る
。

２
　
内
閣
総
理
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
金
額
を
定
め
た
と
き
は
、
こ
れ
を
告
示
す
る
。

（
賠
償
措
置
額
の
算
定
に
用
い
る
資
料
の
提
出
）

第
九
条
の
三
　
内
閣
総
理
大
臣
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
人
工
衛
星
等
の
打
上
げ
を
行
お
う
と
す
る
者

に
対
し
、
賠
償
措
置
額
の
算
定
に
用
い
る
資
料
の
提
出
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
損
害
賠
償
担
保
措
置
の
承
認
の
申
請
等
）

第
九
条
の
四
　
法
第
九
条
第
二
項
の
承
認
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
様
式
第
四
の
二
に
よ
る
申
請
書
を
内
閣
総
理

大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
前
項
の
申
請
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
ロ
ケ
ッ
ト
落
下
等
損
害
賠
償
責
任
保
険
契
約
及
び
ロ
ケ
ッ
ト
落
下
等
損
害
賠
償
補
償
契
約
（
特
定
ロ
ケ
ッ
ト

落
下
等
損
害
に
係
る
も
の
に
限
る
。
以
下
本
条
及
び
第
十
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
締
結
に
よ
り
損
害
賠
償
担

保
措
置
を
講
じ
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類

イ
　
ロ
ケ
ッ
ト
落
下
等
損
害
賠
償
責
任
保
険
契
約
の
約
款
の
写
し

ロ
　
ロ
ケ
ッ
ト
落
下
等
損
害
賠
償
責
任
保
険
契
約
の
保
険
証
券
の
写
し

ハ
　
ロ
ケ
ッ
ト
落
下
等
損
害
賠
償
補
償
契
約
の
約
款
の
写
し

ニ
　
ロ
ケ
ッ
ト
落
下
等
損
害
賠
償
補
償
契
約
の
契
約
証
書
の
写
し

二
　
供
託
に
よ
り
損
害
賠
償
担
保
措
置
を
講
じ
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
法
務
局
又
は
地
方
法
務
局
の
名

称
及
び
所
在
地
並
び
に
供
託
物
が
金
銭
の
場
合
に
あ
っ
て
は
そ
の
金
額
、
振
替
国
債
の
場
合
に
あ
っ
て
は
そ
の

銘
柄
及
び
金
額
、
振
替
債
以
外
の
有
価
証
券
の
場
合
に
あ
っ
て
は
そ
の
名
称
、
総
額
面
、
券
面
額
、
回
記
号
、

番
号
、
枚
数
及
び
附
属
利
賦
札
を
記
載
し
た
書
類

三
　
ロ
ケ
ッ
ト
落
下
等
損
害
賠
償
責
任
保
険
契
約
及
び
ロ
ケ
ッ
ト
落
下
等
損
害
賠
償
補
償
契
約
の
締
結
又
は
供
託

に
相
当
す
る
措
置
に
よ
り
損
害
賠
償
担
保
措
置
を
講
じ
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
内
容
を
記
載
し

た
書
類

四
　
そ
の
他
内
閣
総
理
大
臣
が
必
要
と
認
め
る
書
類

３
　
内
閣
総
理
大
臣
は
、
法
第
九
条
第
二
項
の
承
認
を
し
た
と
き
は
、
申
請
者
に
対
し
、
書
面
に
よ
り
そ
の
旨
を
通

知
す
る
も
の
と
す
る
。

（
損
害
賠
償
担
保
措
置
の
変
更
の
承
認
の
申
請
等
）

第
九
条
の
五
　
法
第
九
条
第
二
項
の
承
認
を
受
け
た
者
は
、
当
該
承
認
を
受
け
た
損
害
賠
償
担
保
措
置
に
つ
い
て
変

更
を
し
よ
う
と
す
る
場
合
は
、
様
式
第
四
の
三
に
よ
る
申
請
書
に
、
前
条
第
二
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲

げ
る
書
類
の
う
ち
当
該
変
更
事
項
に
係
る
書
類
を
添
え
て
、
内
閣
総
理
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
内
閣
総
理
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
法
第
九
条
第
二
項
の
承
認
を
受
け
た
者
か
ら
提
出
を
受
け
た
書
類
に

基
づ
い
て
変
更
の
承
認
を
し
た
と
き
は
、
申
請
者
に
対
し
、
書
面
に
よ
り
そ
の
旨
を
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

（
承
認
の
失
効
）

第
九
条
の
六
　
次
に
掲
げ
る
場
合
に
は
、
法
第
九
条
第
二
項
の
承
認
は
、
そ
の
効
力
を
失
う
。

一
　
法
第
十
条
第
一
項
の
認
可
を
受
け
た
と
き
。

二
　
法
第
十
条
第
五
項
及
び
法
第
十
一
条
（
第
四
号
を
除
く
。
）
の
規
定
に
よ
り
法
第
四
条
第
一
項
の
許
可
が
そ

の
効
力
を
失
っ
た
と
き
。

三
　
法
第
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
、
法
第
四
条
第
一
項
の
許
可
が
取
り
消
さ
れ
た
と
き
。

四
　
前
条
第
一
項
に
規
定
す
る
場
合
に
お
い
て
、
同
項
の
規
定
に
よ
る
変
更
の
承
認
の
申
請
を
し
な
か
っ
た
と

き
。

五
　
次
条
第
四
項
に
規
定
す
る
場
合
に
お
い
て
、
同
項
に
規
定
す
る
書
類
が
提
出
さ
れ
な
か
っ
た
と
き
。

（
打
上
げ
実
施
者
の
地
位
の
承
継
の
認
可
の
申
請
）

第
十
条
　
法
第
十
条
第
一
項
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
様
式
第
五
に
よ
る
申
請
書
に
、
次
に
掲
げ
る
書
類

及
び
譲
渡
人
に
係
る
第
五
条
第
四
項
の
許
可
証
の
写
し
を
添
え
て
、
内
閣
総
理
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

一
　
譲
受
人
が
当
該
ロ
ケ
ッ
ト
打
上
げ
計
画
を
実
行
す
る
十
分
な
能
力
を
有
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る

書
類

二
　
譲
渡
及
び
譲
受
け
に
関
す
る
契
約
書
の
写
し

三
　
譲
渡
人
又
は
譲
受
人
が
法
人
で
あ
る
場
合
は
、
譲
渡
又
は
譲
受
け
に
関
す
る
株
主
総
会
若
し
く
は
社
員
総
会

の
決
議
録
又
は
無
限
責
任
社
員
若
し
く
は
総
社
員
の
同
意
書
又
は
譲
渡
若
し
く
は
譲
受
け
に
関
す
る
意
思
の
決

定
を
証
す
る
書
類

２
　
法
第
十
条
第
二
項
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
様
式
第
六
に
よ
る
申
請
書
に
、
次
に
掲
げ
る
書
類
及
び

被
承
継
者
に
係
る
第
五
条
第
四
項
の
許
可
証
の
写
し
を
添
え
て
、
内
閣
総
理
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

一
　
合
併
の
方
法
及
び
条
件
が
記
載
さ
れ
た
書
類

二
　
合
併
後
存
続
す
る
法
人
又
は
合
併
に
よ
り
設
立
さ
れ
る
法
人
が
当
該
ロ
ケ
ッ
ト
打
上
げ
計
画
を
実
行
す
る
十

分
な
能
力
を
有
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
書
類

三
　
合
併
契
約
書
の
写
し
及
び
合
併
比
率
説
明
書

四
　
合
併
に
関
す
る
株
主
総
会
若
し
く
は
社
員
総
会
の
決
議
録
又
は
無
限
責
任
社
員
若
し
く
は
総
社
員
の
同
意
書

又
は
合
併
に
関
す
る
意
思
の
決
定
を
証
す
る
書
類

３
　
法
第
十
条
第
三
項
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
様
式
第
七
に
よ
る
申
請
書
に
、
次
に
掲
げ
る
書
類
及
び

被
承
継
者
に
係
る
第
五
条
第
四
項
の
許
可
証
の
写
し
を
添
え
て
、
内
閣
総
理
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

一
　
分
割
の
方
法
及
び
条
件
が
記
載
さ
れ
た
書
類

二
　
分
割
に
よ
り
人
工
衛
星
等
の
打
上
げ
に
係
る
事
業
を
承
継
す
る
法
人
が
当
該
ロ
ケ
ッ
ト
打
上
げ
計
画
を
実
行

す
る
十
分
な
能
力
を
有
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
書
類

三
　
分
割
契
約
書
（
新
設
分
割
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
分
割
計
画
書
）
の
写
し
及
び
分
割
比
率
説
明
書

四
　
分
割
に
関
す
る
株
主
総
会
若
し
く
は
社
員
総
会
の
決
議
録
又
は
無
限
責
任
社
員
若
し
く
は
総
社
員
の
同
意
書

又
は
分
割
に
関
す
る
意
思
の
決
定
を
証
す
る
書
類
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４
　
法
第
十
条
第
二
項
又
は
第
三
項
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
が
、
法
第
九
条
第
二
項
に
規
定
す
る
承
認
を
受

け
て
い
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
前
二
項
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
ほ
か
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
内
閣
総
理
大
臣
に

提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
ロ
ケ
ッ
ト
落
下
等
損
害
賠
償
責
任
保
険
契
約
及
び
ロ
ケ
ッ
ト
落
下
等
損
害
賠
償
補
償
契
約
の
締
結
に
よ
り
損

害
賠
償
担
保
措
置
の
承
認
を
受
け
た
者
に
あ
っ
て
は
、
当
該
契
約
の
権
利
義
務
が
承
継
さ
れ
る
こ
と
を
証
す
る

書
類

二
　
供
託
に
よ
り
損
害
賠
償
担
保
措
置
の
承
認
を
受
け
た
者
に
あ
っ
て
は
、
当
該
供
託
に
係
る
供
託
者
の
権
利
が

承
継
さ
れ
る
こ
と
を
証
す
る
書
類

三
　
相
当
措
置
に
よ
り
損
害
賠
償
担
保
措
置
を
講
じ
て
い
る
者
に
あ
っ
て
は
、
当
該
措
置
の
権
利
義
務
が
承
継
さ

れ
る
こ
と
を
証
す
る
書
類

５
　
内
閣
総
理
大
臣
は
、
法
第
十
条
第
一
項
、
第
二
項
又
は
第
三
項
の
認
可
を
し
た
と
き
は
、
申
請
者
に
対
し
、
書

面
に
よ
り
そ
の
旨
を
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

（
死
亡
等
の
届
出
）

第
十
一
条
　
法
第
十
一
条
の
各
号
に
定
め
る
者
は
、
同
条
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
す
る
と
き
は
、
様
式
第
八
に
よ
る

届
出
書
を
内
閣
総
理
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
前
項
の
届
出
書
に
は
、
法
第
十
一
条
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
は
、
当
該
人
工

衛
星
等
の
打
上
げ
に
係
る
第
五
条
第
四
項
の
許
可
証
を
添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
許
可
の
取
消
し
を
行
う
場
合
の
手
続
）

第
十
二
条
　
内
閣
総
理
大
臣
は
、
法
第
十
二
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
法
第
四
条
第
一
項
の
許
可
を
取
り
消
す
と
き

は
、
そ
の
旨
を
書
面
に
よ
り
当
該
打
上
げ
実
施
者
に
通
知
し
、
当
該
人
工
衛
星
等
の
打
上
げ
に
係
る
第
五
条
第
四

項
の
許
可
証
の
返
納
を
求
め
る
も
の
と
す
る
。

（
人
工
衛
星
の
打
上
げ
用
ロ
ケ
ッ
ト
の
設
計
の
型
式
認
定
の
申
請
等
）

第
十
三
条
　
法
第
十
三
条
第
一
項
の
型
式
認
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
様
式
第
九
に
よ
る
申
請
書
を
内
閣
総
理

大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
前
項
の
申
請
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
人
工
衛
星
の
打
上
げ
用
ロ
ケ
ッ
ト
の
飛
行
実
績
又
は
試
験
結
果
を
記
載
し
た
書
類

二
　
人
工
衛
星
の
打
上
げ
用
ロ
ケ
ッ
ト
の
信
頼
性
の
評
価
結
果
を
記
載
し
た
書
類

三
　
人
工
衛
星
の
打
上
げ
用
ロ
ケ
ッ
ト
が
設
計
に
合
致
し
て
い
る
こ
と
の
確
認
方
法
を
記
載
し
た
書
類

四
　
そ
の
他
内
閣
総
理
大
臣
が
必
要
と
認
め
る
書
類

３
　
法
第
十
三
条
第
二
項
第
三
号
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

一
　
飛
行
中
断
措
置
そ
の
他
の
人
工
衛
星
の
打
上
げ
用
ロ
ケ
ッ
ト
の
飛
行
経
路
及
び
打
上
げ
施
設
の
周
辺
の
安
全

を
確
保
す
る
方
法

二
　
人
工
衛
星
の
打
上
げ
用
ロ
ケ
ッ
ト
と
打
上
げ
施
設
の
適
合
性
を
確
保
す
る
技
術
的
条
件

４
　
内
閣
総
理
大
臣
は
、
法
第
十
三
条
第
一
項
の
型
式
認
定
を
し
た
と
き
は
、
申
請
者
に
対
し
、
そ
の
旨
を
通
知
す

る
と
と
も
に
、
様
式
第
十
に
よ
る
型
式
認
定
書
を
交
付
す
る
も
の
と
す
る
。

５
　
法
第
十
三
条
第
一
項
の
型
式
認
定
を
受
け
た
者
は
、
同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
交
付
を
受
け
た
型
式
認
定
書

を
内
閣
総
理
大
臣
に
返
納
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
型
式
認
定
は
、
そ
の
効
力
を
失

う
。

（
設
計
等
の
変
更
の
申
請
等
）

第
十
四
条
　
法
第
十
三
条
第
一
項
の
型
式
認
定
を
受
け
た
者
は
、
同
条
第
二
項
第
二
号
に
掲
げ
る
事
項
を
変
更
し
よ

う
と
す
る
と
き
は
、
様
式
第
十
一
に
よ
る
申
請
書
に
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え
て
、
内
閣
総
理
大
臣
の
変
更
の

認
定
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
前
条
第
二
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
書
類
の
う
ち
当
該
変
更
事
項
に
係
る
書
類

二
　
当
該
変
更
後
の
人
工
衛
星
の
打
上
げ
用
ロ
ケ
ッ
ト
の
設
計
が
第
七
条
に
定
め
る
ロ
ケ
ッ
ト
安
全
基
準
に
適
合

し
て
い
る
こ
と
を
証
す
る
書
類

三
　
法
第
十
三
条
第
四
項
の
型
式
認
定
書
の
写
し

２
　
内
閣
総
理
大
臣
は
、
法
第
十
四
条
第
一
項
の
変
更
の
認
定
を
し
た
と
き
は
、
法
第
十
三
条
第
一
項
の
型
式
認
定

を
受
け
た
者
に
対
し
、
そ
の
旨
を
通
知
す
る
と
と
も
に
、
当
該
人
工
衛
星
の
打
上
げ
用
ロ
ケ
ッ
ト
の
設
計
の
型
式

認
定
に
係
る
同
条
第
四
項
の
型
式
認
定
書
を
返
納
さ
せ
た
上
で
、
様
式
第
十
に
よ
る
型
式
認
定
書
を
再
交
付
す
る

も
の
と
す
る
。

３
　
法
第
十
四
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
軽
微
な
変
更
は
、
法
第
十
三
条
第
二
項
第
二
号
に
掲
げ

る
事
項
の
実
質
的
な
変
更
を
伴
わ
な
い
も
の
と
す
る
。

４
　
法
第
十
三
条
第
一
項
の
型
式
認
定
を
受
け
た
者
は
、
法
第
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
よ
う
と
す

る
と
き
は
、
様
式
第
十
二
に
よ
る
届
出
書
に
、
変
更
事
項
に
係
る
書
類
及
び
法
第
十
三
条
第
四
項
の
型
式
認
定
書

の
写
し
を
添
え
て
、
内
閣
総
理
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
型
式
認
定
の
取
消
し
を
行
う
場
合
の
手
続
）

第
十
五
条
　
内
閣
総
理
大
臣
は
、
法
第
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
法
第
十
三
条
第
一
項
の
型
式
認
定
を
受

け
た
者
の
認
定
を
取
り
消
す
と
き
は
、
そ
の
旨
を
書
面
に
よ
り
当
該
型
式
認
定
を
受
け
た
者
に
通
知
す
る
も
の
と

す
る
。

（
打
上
げ
施
設
の
適
合
認
定
の
申
請
等
）

第
十
六
条
　
法
第
十
六
条
第
一
項
の
適
合
認
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
様
式
第
十
三
に
よ
る
申
請
書
を
内
閣
総

理
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
前
項
の
申
請
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
人
工
衛
星
の
打
上
げ
用
ロ
ケ
ッ
ト
と
打
上
げ
施
設
の
適
合
性
を
確
保
す
る
技
術
的
条
件
及
び
そ
の
条
件
に
適

合
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
書
類

二
　
そ
の
他
内
閣
総
理
大
臣
が
必
要
と
認
め
る
書
類

３
　
法
第
十
六
条
第
二
項
第
五
号
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

一
　
人
工
衛
星
の
打
上
げ
用
ロ
ケ
ッ
ト
の
型
式

二
　
人
工
衛
星
の
打
上
げ
用
ロ
ケ
ッ
ト
の
型
式
認
定
年
月
日

４
　
内
閣
総
理
大
臣
は
、
法
第
十
六
条
第
一
項
の
適
合
認
定
を
し
た
と
き
は
、
申
請
者
に
対
し
、
そ
の
旨
を
通
知
す

る
と
と
も
に
、
様
式
第
十
四
に
よ
る
打
上
げ
施
設
認
定
書
を
交
付
す
る
も
の
と
す
る
。

５
　
法
第
十
六
条
第
一
項
の
適
合
認
定
を
受
け
た
者
は
、
同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
交
付
を
受
け
た
打
上
げ
施
設

認
定
書
を
内
閣
総
理
大
臣
に
返
納
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
適
合
認
定
は
、
そ
の
効
力

を
失
う
。

（
打
上
げ
施
設
の
場
所
等
の
変
更
の
申
請
等
）

第
十
七
条
　
法
第
十
六
条
第
一
項
の
適
合
認
定
を
受
け
た
者
は
、
同
条
第
二
項
第
二
号
又
は
第
四
号
に
掲
げ
る
事
項

を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
様
式
第
十
五
に
よ
る
申
請
書
に
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え
て
、
内
閣
総
理
大

臣
の
変
更
の
認
定
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
前
条
第
二
項
第
一
号
に
掲
げ
る
書
類
の
う
ち
当
該
変
更
事
項
に
係
る
書
類

二
　
当
該
変
更
後
の
打
上
げ
施
設
が
第
八
条
に
定
め
る
型
式
別
施
設
安
全
基
準
に
適
合
し
て
い
る
こ
と
を
証
す
る

書
類

三
　
法
第
十
六
条
第
四
項
の
打
上
げ
施
設
認
定
書
の
写
し

２
　
内
閣
総
理
大
臣
は
、
法
第
十
七
条
第
一
項
の
変
更
の
認
定
を
し
た
と
き
は
、
法
第
十
六
条
第
一
項
の
適
合
認
定

を
受
け
た
者
に
対
し
、
そ
の
旨
を
通
知
す
る
と
と
も
に
、
当
該
打
上
げ
施
設
の
適
合
認
定
に
係
る
同
条
第
四
項
の

打
上
げ
施
設
認
定
書
を
返
納
さ
せ
た
上
で
、
様
式
第
十
四
に
よ
る
打
上
げ
施
設
認
定
書
を
再
交
付
す
る
も
の
と
す

る
。

３
　
法
第
十
七
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
軽
微
な
変
更
は
、
法
第
十
六
条
第
二
項
第
二
号
又
は
第

四
号
に
掲
げ
る
事
項
の
実
質
的
な
変
更
を
伴
わ
な
い
も
の
と
す
る
。

４
　
法
第
十
六
条
第
一
項
の
適
合
認
定
を
受
け
た
者
は
、
法
第
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
よ
う
と
す

る
と
き
は
、
様
式
第
十
六
に
よ
る
届
出
書
に
、
変
更
事
項
に
係
る
書
類
及
び
法
第
十
六
条
第
四
項
の
打
上
げ
施
設

認
定
書
の
写
し
を
添
え
て
、
内
閣
総
理
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
適
合
認
定
の
取
消
し
を
行
う
場
合
の
手
続
）

第
十
八
条
　
内
閣
総
理
大
臣
は
、
法
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
法
第
十
六
条
第
一
項
の
適
合
認
定
を
受

け
た
者
の
認
定
を
取
り
消
す
と
き
は
、
そ
の
旨
を
書
面
に
よ
り
当
該
適
合
認
定
を
受
け
た
者
に
通
知
す
る
も
の
と

す
る
。

3



（
国
立
研
究
開
発
法
人
宇
宙
航
空
研
究
開
発
機
構
に
よ
る
申
請
手
続
の
特
例
）

第
十
九
条
　
法
第
十
九
条
第
一
項
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
国
立
研
究
開
発
法
人
宇
宙
航
空
研
究
開
発
機
構
（
以
下

「
機
構
」
と
い
う
。
）
が
行
う
簡
略
化
さ
れ
た
手
続
は
、
法
第
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
機
構
が
、

そ
の
行
っ
た
人
工
衛
星
の
打
上
げ
用
ロ
ケ
ッ
ト
の
設
計
が
第
七
条
に
定
め
る
ロ
ケ
ッ
ト
安
全
基
準
に
適
合
し
て
い

る
こ
と
を
自
ら
確
認
し
、
当
該
確
認
の
結
果
を
記
載
し
た
書
類
を
添
え
て
申
請
を
行
っ
た
場
合
は
、
法
第
十
三
条

第
二
項
第
二
号
及
び
第
三
号
に
掲
げ
る
事
項
並
び
に
第
十
三
条
第
二
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
書
類

を
省
略
す
る
手
続
と
す
る
。

２
　
法
第
十
九
条
第
二
項
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
機
構
が
行
う
簡
略
化
さ
れ
た
手
続
は
、
法
第
十
六
条
第
二
項
の
規

定
に
か
か
わ
ら
ず
、
機
構
が
、
そ
の
管
理
し
、
及
び
運
営
す
る
打
上
げ
施
設
の
場
所
、
構
造
及
び
設
備
が
第
八
条

に
定
め
る
型
式
別
施
設
安
全
基
準
に
適
合
し
て
い
る
こ
と
を
自
ら
確
認
し
、
当
該
確
認
の
結
果
を
記
載
し
た
書
類

を
添
え
て
申
請
を
行
っ
た
場
合
は
、
法
第
十
六
条
第
二
項
第
二
号
、
第
四
号
及
び
第
五
号
に
掲
げ
る
事
項
並
び
に

第
十
六
条
第
二
項
第
一
号
に
掲
げ
る
書
類
を
省
略
す
る
手
続
と
す
る
。

（
人
工
衛
星
の
管
理
に
係
る
許
可
の
申
請
等
）

第
二
十
条
　
法
第
二
十
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
様
式
第
十
七
に
よ
る
申
請
書
を
内
閣
総
理
大

臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
前
項
の
申
請
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
人
工
衛
星
の
構
造
が
第
二
十
二
条
に
定
め
る
基
準
に
適
合
し
て
い
る
こ
と
を
証
す
る
書
類

二
　
そ
の
他
内
閣
総
理
大
臣
が
必
要
と
認
め
る
書
類

３
　
法
第
二
十
条
第
一
項
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
も
の
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
　
法
第
二
十
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
た
人
工
衛
星
の
管
理
に
係
る
人
工
衛
星

二
　
法
附
則
第
四
条
の
規
定
に
基
づ
き
法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
を
適
用
し
な
い
こ
と
と
し
て
い
る
人
工
衛
星

の
管
理
に
係
る
人
工
衛
星

三
　
国
が
行
う
人
工
衛
星
の
管
理
に
係
る
人
工
衛
星

４
　
法
第
二
十
条
第
二
項
第
二
号
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
人
工
衛
星
の
区
分
に
応
じ
、
当
該

各
号
に
定
め
る
事
項
と
す
る
。

一
　
前
項
第
一
号
の
人
工
衛
星
　
法
第
二
十
条
第
一
項
の
許
可
の
許
可
番
号
又
は
申
請
年
月
日

二
　
前
項
第
二
号
又
は
第
三
号
の
人
工
衛
星
　
人
工
衛
星
の
軌
道
そ
の
他
の
当
該
人
工
衛
星
を
特
定
す
る
こ
と
が

で
き
る
情
報

５
　
法
第
二
十
条
第
二
項
第
九
号
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

一
　
人
工
衛
星
の
名
称

二
　
申
請
者
が
法
人
で
あ
る
場
合
は
、
役
員
の
氏
名

三
　
使
用
人
の
氏
名

四
　
法
第
二
十
一
条
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
こ
と
。

６
　
内
閣
総
理
大
臣
は
、
法
第
二
十
条
第
一
項
の
許
可
を
し
た
と
き
は
、
申
請
者
に
対
し
、
そ
の
旨
を
通
知
す
る
と

と
も
に
、
様
式
第
十
八
に
よ
る
許
可
証
を
交
付
す
る
も
の
と
す
る
。

７
　
人
工
衛
星
管
理
者
は
、
当
該
人
工
衛
星
等
の
打
上
げ
が
行
わ
れ
る
前
に
限
り
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
交
付
を
受

け
た
許
可
証
を
内
閣
総
理
大
臣
に
返
納
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
許
可
は
、
そ
の
効
力

を
失
う
。

（
心
身
の
故
障
に
よ
り
人
工
衛
星
の
管
理
を
適
正
に
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
者
）

第
二
十
条
の
二
　
法
第
二
十
一
条
第
三
号
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
も
の
は
、
精
神
の
機
能
の
障
害
に
よ
り
人
工
衛
星

の
管
理
を
適
正
に
行
う
に
当
た
っ
て
必
要
な
認
知
、
判
断
及
び
意
思
疎
通
を
適
切
に
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
者
と

す
る
。

（
使
用
人
）

第
二
十
一
条
　
法
第
二
十
一
条
第
四
号
及
び
第
五
号
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
使
用
人
は
、
申
請
者
の
使
用
人
で
あ
っ

て
、
当
該
申
請
者
の
人
工
衛
星
の
管
理
に
係
る
業
務
に
関
す
る
権
限
及
び
責
任
を
有
す
る
者
と
す
る
。

（
人
工
衛
星
の
構
造
に
関
す
る
基
準
）

第
二
十
二
条
　
法
第
二
十
二
条
第
二
号
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
人
工
衛
星
を
構
成
す
る
機
器
及
び
部
品
（
以
下
「
機
器
等
」
と
い
う
。
）
の
飛
散
を
防
ぐ
仕
組
み
が
講
じ
ら

れ
て
い
る
こ
と
。

二
　
人
工
衛
星
を
構
成
す
る
機
器
若
し
く
は
部
品
を
分
離
す
る
も
の
又
は
人
工
衛
星
を
他
の
人
工
衛
星
等
に
結
合

す
る
も
の
に
あ
っ
て
は
、
他
の
人
工
衛
星
の
管
理
に
支
障
を
及
ぼ
さ
な
い
仕
組
み
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

三
　
人
工
衛
星
の
位
置
、
姿
勢
及
び
状
態
の
異
常
を
検
知
し
た
と
き
、
当
該
人
工
衛
星
の
破
砕
を
予
防
す
る
仕
組

み
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

四
　
人
工
衛
星
の
管
理
の
期
間
中
又
は
終
了
後
、
地
球
に
落
下
す
る
人
工
衛
星
又
は
人
工
衛
星
を
構
成
す
る
機
器

等
に
あ
っ
て
は
、
空
中
で
燃
焼
さ
せ
る
こ
と
等
に
よ
り
、
公
共
の
安
全
の
確
保
に
支
障
を
及
ぼ
さ
な
い
仕
組
み

が
講
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

五
　
地
球
以
外
の
天
体
を
回
る
軌
道
に
投
入
し
、
又
は
当
該
天
体
に
落
下
し
た
人
工
衛
星
又
は
人
工
衛
星
を
構
成

す
る
機
器
若
し
く
は
部
品
を
地
球
に
落
下
さ
せ
て
回
収
す
る
も
の
に
あ
っ
て
は
、
地
球
外
物
質
の
導
入
か
ら
生

ず
る
地
球
の
環
境
の
悪
化
を
防
止
す
る
仕
組
み
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

六
　
地
球
以
外
の
天
体
を
回
る
軌
道
に
投
入
し
、
又
は
当
該
天
体
に
落
下
さ
せ
る
人
工
衛
星
又
は
人
工
衛
星
を
構

成
す
る
機
器
等
に
あ
っ
て
は
、
当
該
天
体
の
有
害
な
汚
染
を
防
止
す
る
仕
組
み
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

（
人
工
衛
星
の
管
理
に
関
す
る
措
置
）

第
二
十
三
条
　
法
第
二
十
二
条
第
三
号
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
措
置
は
、
次
に
掲
げ
る
措
置
と
す
る
。

一
　
人
工
衛
星
を
構
成
す
る
機
器
若
し
く
は
部
品
を
分
離
す
る
と
き
又
は
人
工
衛
星
を
他
の
人
工
衛
星
等
に
結
合

す
る
と
き
に
、
他
の
人
工
衛
星
の
管
理
に
支
障
を
及
ぼ
さ
な
い
こ
と
。

二
　
人
工
衛
星
の
位
置
、
姿
勢
及
び
状
態
の
異
常
を
検
知
し
た
と
き
に
、
当
該
人
工
衛
星
の
破
砕
を
予
防
す
る
こ

と
又
は
終
了
措
置
を
実
施
す
る
こ
と
。

三
　
法
第
二
十
条
第
二
項
第
三
号
に
掲
げ
る
軌
道
か
ら
異
な
る
軌
道
に
移
動
し
得
る
能
力
を
有
す
る
人
工
衛
星
に

あ
っ
て
は
、
他
の
人
工
衛
星
等
と
衝
突
す
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
把
握
し
た
と
き
に
回
避
す
る
こ
と
が
適
切

と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
、
回
避
す
る
こ
と
。

（
終
了
措
置
）

第
二
十
四
条
　
法
第
二
十
二
条
第
四
号
ニ
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
措
置
は
、
次
に
掲
げ
る
措
置
と
す
る
。

一
　
人
工
衛
星
の
管
理
の
終
了
後
に
お
け
る
誤
作
動
及
び
爆
発
を
防
止
す
る
こ
と
。

二
　
法
第
二
十
条
第
二
項
第
三
号
に
掲
げ
る
軌
道
か
ら
異
な
る
軌
道
に
移
動
し
得
る
能
力
を
有
す
る
人
工
衛
星
に

あ
っ
て
は
、
な
る
べ
く
他
の
人
工
衛
星
の
管
理
に
支
障
を
及
ぼ
さ
な
い
軌
道
に
移
動
す
る
こ
と
。

（
変
更
の
許
可
の
申
請
等
）

第
二
十
五
条
　
人
工
衛
星
管
理
者
は
、
法
第
二
十
条
第
二
項
第
四
号
か
ら
第
八
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
を
変
更
し
よ

う
と
す
る
と
き
は
、
様
式
第
十
九
に
よ
る
申
請
書
に
、
第
二
十
条
第
二
項
第
一
号
に
掲
げ
る
書
類
の
う
ち
当
該
変

更
事
項
に
係
る
書
類
及
び
当
該
人
工
衛
星
の
管
理
に
係
る
同
条
第
六
項
の
許
可
証
の
写
し
を
添
え
て
、
内
閣
総
理

大
臣
に
提
出
し
、
そ
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
内
閣
総
理
大
臣
は
、
法
第
二
十
三
条
第
一
項
の
変
更
の
許
可
を
し
た
と
き
は
、
人
工
衛
星
管
理
者
に
対
し
、
そ

の
旨
を
通
知
す
る
と
と
も
に
、
当
該
人
工
衛
星
の
管
理
に
係
る
第
二
十
条
第
六
項
の
許
可
証
を
返
納
さ
せ
た
上

で
、
様
式
第
十
八
に
よ
る
許
可
証
を
再
交
付
す
る
も
の
と
す
る
。

３
　
法
第
二
十
三
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
軽
微
な
変
更
は
、
法
第
二
十
条
第
二
項
第
四
号
か
ら

第
八
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
の
実
質
的
な
変
更
を
伴
わ
な
い
も
の
と
す
る
。

４
　
人
工
衛
星
管
理
者
は
、
法
第
二
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
様
式
第
二
十

に
よ
る
届
出
書
に
、
変
更
事
項
に
係
る
書
類
及
び
当
該
人
工
衛
星
の
管
理
に
係
る
第
二
十
条
第
六
項
の
許
可
証
の

写
し
を
添
え
て
、
内
閣
総
理
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
事
故
時
の
届
出
）

第
二
十
六
条
　
人
工
衛
星
管
理
者
は
、
法
第
二
十
五
条
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
様
式
第
二

十
一
に
よ
る
届
出
書
を
内
閣
総
理
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
法
第
二
十
五
条
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

一
　
当
該
事
故
が
発
生
し
た
日
時
及
び
位
置

二
　
当
該
事
故
の
発
生
後
の
人
工
衛
星
の
軌
道

4



（
人
工
衛
星
管
理
者
の
地
位
の
承
継
の
認
可
の
申
請
等
）

第
二
十
七
条
　
法
第
二
十
六
条
第
一
項
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
様
式
第
二
十
二
に
よ
る
申
請
書
に
、
次

に
掲
げ
る
書
類
及
び
譲
渡
人
に
係
る
第
二
十
条
第
六
項
の
許
可
証
の
写
し
を
添
え
て
、
内
閣
総
理
大
臣
に
提
出
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
譲
受
人
が
当
該
管
理
計
画
を
実
行
す
る
十
分
な
能
力
を
有
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
書
類

二
　
譲
渡
及
び
譲
受
け
に
関
す
る
契
約
書
の
写
し

三
　
譲
渡
人
又
は
譲
受
人
が
法
人
で
あ
る
場
合
は
、
譲
渡
又
は
譲
受
け
に
関
す
る
株
主
総
会
若
し
く
は
社
員
総
会

の
決
議
録
又
は
無
限
責
任
社
員
若
し
く
は
総
社
員
の
同
意
書
又
は
譲
渡
若
し
く
は
譲
受
け
に
関
す
る
意
思
の
決

定
を
証
す
る
書
類

２
　
人
工
衛
星
管
理
者
は
、
法
第
二
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
様
式
第
二
十

三
に
よ
る
届
出
書
に
、
前
項
各
号
に
掲
げ
る
書
類
及
び
譲
渡
人
に
係
る
第
二
十
条
第
六
項
の
許
可
証
の
写
し
を
添

え
て
、
内
閣
総
理
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
法
第
二
十
六
条
第
三
項
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
様
式
第
二
十
四
に
よ
る
申
請
書
に
、
次
に
掲
げ
る

書
類
及
び
被
承
継
者
に
係
る
第
二
十
条
第
六
項
の
許
可
証
の
写
し
を
添
え
て
、
内
閣
総
理
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

一
　
合
併
の
方
法
及
び
条
件
が
記
載
さ
れ
た
書
類

二
　
合
併
後
存
続
す
る
法
人
又
は
合
併
に
よ
り
設
立
さ
れ
る
法
人
が
当
該
管
理
計
画
を
実
行
す
る
十
分
な
能
力
を

有
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
書
類

三
　
合
併
契
約
書
の
写
し
及
び
合
併
比
率
説
明
書

四
　
合
併
に
関
す
る
株
主
総
会
若
し
く
は
社
員
総
会
の
決
議
録
又
は
無
限
責
任
社
員
若
し
く
は
総
社
員
の
同
意
書

又
は
合
併
に
関
す
る
意
思
の
決
定
を
証
す
る
書
類

４
　
法
第
二
十
六
条
第
四
項
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
様
式
第
二
十
五
に
よ
る
申
請
書
に
、
次
に
掲
げ
る

書
類
及
び
被
承
継
者
に
係
る
第
二
十
条
第
六
項
の
許
可
証
の
写
し
を
添
え
て
、
内
閣
総
理
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

一
　
分
割
の
方
法
及
び
条
件
が
記
載
さ
れ
た
書
類

二
　
分
割
に
よ
り
人
工
衛
星
の
管
理
に
係
る
事
業
を
承
継
す
る
法
人
が
当
該
管
理
計
画
を
実
行
す
る
十
分
な
能
力

を
有
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
書
類

三
　
分
割
契
約
書
（
新
設
分
割
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
分
割
計
画
書
）
の
写
し
及
び
分
割
比
率
説
明
書

四
　
分
割
に
関
す
る
株
主
総
会
若
し
く
は
社
員
総
会
の
決
議
録
又
は
無
限
責
任
社
員
若
し
く
は
総
社
員
の
同
意
書

又
は
分
割
に
関
す
る
意
思
の
決
定
を
証
す
る
書
類

５
　
内
閣
総
理
大
臣
は
、
法
第
二
十
六
条
第
一
項
、
第
三
項
又
は
第
四
項
の
認
可
を
し
た
と
き
は
、
申
請
者
に
対

し
、
書
面
に
よ
り
そ
の
旨
を
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

（
死
亡
の
届
出
）

第
二
十
八
条
　
相
続
人
は
、
法
第
二
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
す
る
と
き
は
、
様
式
第
二
十
六
に
よ
る

届
出
書
を
内
閣
総
理
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
終
了
措
置
の
届
出
）

第
二
十
九
条
　
人
工
衛
星
管
理
者
は
、
法
第
二
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
す
る
と
き
は
、
様
式
第
二
十

七
に
よ
る
届
出
書
を
内
閣
総
理
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
解
散
の
届
出
）

第
三
十
条
　
清
算
人
又
は
破
産
管
財
人
は
、
法
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
す
る
と
き
は
、
様
式
第

二
十
八
に
よ
る
届
出
書
を
内
閣
総
理
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
許
可
の
取
消
し
を
行
う
場
合
の
手
続
）

第
三
十
一
条
　
内
閣
総
理
大
臣
は
、
法
第
三
十
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
法
第
二
十
条
第
一
項
の
許
可
を
取
り

消
す
と
き
は
、
そ
の
旨
を
書
面
に
よ
り
当
該
人
工
衛
星
管
理
者
に
通
知
し
、
当
該
人
工
衛
星
の
管
理
に
係
る
第
二

十
条
第
六
項
の
許
可
証
の
返
納
を
求
め
る
も
の
と
す
る
。

（
立
入
検
査
を
す
る
者
の
身
分
証
明
書
）

第
三
十
二
条
　
法
第
三
十
一
条
第
二
項
の
職
員
の
身
分
を
示
す
証
明
書
は
、
様
式
第
二
十
九
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

（
ロ
ケ
ッ
ト
落
下
等
損
害
賠
償
補
償
契
約
に
係
る
契
約
金
額
の
上
限
）

第
三
十
二
条
の
二
　
法
第
四
十
条
第
二
項
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
金
額
は
、
三
千
五
百
億
円
と
す
る
。

（
業
務
の
委
託
の
範
囲
）

第
三
十
三
条
　
人
工
衛
星
等
の
打
上
げ
及
び
人
工
衛
星
の
管
理
に
関
す
る
法
律
施
行
令
第
二
条
第
一
項
第
三
号
の
内

閣
府
令
で
定
め
る
も
の
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
　
補
償
金
の
支
払
の
請
求
に
係
る
書
類
の
確
認
及
び
補
正
の
指
示

二
　
補
償
金
の
額
の
算
定

三
　
支
払
う
べ
き
補
償
金
の
送
金

四
　
前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
補
償
金
の
支
払
に
関
し
必
要
な
業
務
の
う
ち
軽
微
な
も
の

（
告
示
の
内
容
）

第
三
十
四
条
　
法
第
四
十
八
条
第
二
項
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

一
　
業
務
の
委
託
を
開
始
す
る
年
月
日

二
　
委
託
し
た
業
務
の
内
容

（
供
託
す
る
こ
と
が
で
き
る
有
価
証
券
）

第
三
十
五
条
　
法
第
四
十
九
条
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
有
価
証
券
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
　
国
債
証
券
（
振
替
国
債
を
含
む
。
）

二
　
地
方
債
証
券

三
　
政
府
保
証
債
券
（
そ
の
債
券
に
係
る
債
務
を
政
府
が
保
証
し
て
い
る
債
券
を
い
う
。
）

四
　
特
別
の
法
律
に
よ
り
法
人
の
発
行
す
る
債
券
（
前
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）

五
　
担
保
付
社
債
信
託
法
（
明
治
三
十
八
年
法
律
第
五
十
二
号
）
に
よ
る
担
保
付
社
債
券
及
び
法
令
に
よ
り
優
先

弁
済
を
受
け
る
権
利
を
保
証
さ
れ
て
い
る
社
債
券
（
前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
、
自
己
の
社
債
券
及
び
会
社
法

（
平
成
十
七
年
法
律
第
八
十
六
号
）
に
よ
る
特
別
清
算
開
始
の
命
令
を
受
け
、
特
別
清
算
終
結
の
決
定
の
確
定

が
な
い
会
社
、
破
産
法
（
平
成
十
六
年
法
律
第
七
十
五
号
）
に
よ
る
破
産
手
続
開
始
の
決
定
を
受
け
、
破
産
手

続
終
結
の
決
定
若
し
く
は
破
産
手
続
廃
止
の
決
定
の
確
定
が
な
い
会
社
、
民
事
再
生
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第

二
百
二
十
五
号
）
に
よ
る
再
生
手
続
開
始
の
決
定
を
受
け
、
再
生
手
続
終
結
の
決
定
若
し
く
は
再
生
手
続
廃
止

の
決
定
の
確
定
が
な
い
会
社
又
は
会
社
更
生
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
五
十
四
号
）
に
よ
る
更
生
手
続
開
始

の
決
定
を
受
け
、
更
生
手
続
終
結
の
決
定
若
し
く
は
更
生
手
続
廃
止
の
決
定
の
確
定
が
な
い
会
社
が
発
行
し
た

社
債
券
を
除
く
。
）

（
供
託
物
の
取
戻
し
の
申
請
）

第
三
十
六
条
　
打
上
げ
実
施
者
は
、
法
第
五
十
一
条
の
規
定
に
よ
る
承
認
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
様
式
第
三

十
に
よ
る
申
請
書
に
、
同
条
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
を
証
す
る
書
類
を
添
え
て
、
内
閣
総
理
大
臣
に

提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
前
項
の
申
請
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
当
該
人
工
衛
星
等
の
打
上
げ
に
つ
い
て
現
に
存
す
る
供
託
物
が
金
銭
の
場
合
に
あ
っ
て
は
そ
の
金
額
、
振
替

国
債
の
供
託
に
あ
っ
て
は
そ
の
銘
柄
及
び
金
額
、
振
替
債
以
外
の
有
価
証
券
の
場
合
に
あ
っ
て
は
そ
の
名
称
、

総
額
面
、
券
面
額
、
回
記
号
、
番
号
、
枚
数
及
び
附
属
利
賦
札

二
　
取
り
戻
そ
う
と
す
る
供
託
物
が
金
銭
の
場
合
に
あ
っ
て
は
そ
の
金
額
、
振
替
国
債
の
供
託
に
あ
っ
て
は
そ
の

銘
柄
及
び
金
額
、
振
替
債
以
外
の
有
価
証
券
の
場
合
に
あ
っ
て
は
そ
の
名
称
、
総
額
面
、
券
面
額
、
回
記
号
、

番
号
、
枚
数
及
び
附
属
利
賦
札

（
書
面
の
用
語
等
）

第
三
十
七
条
　
こ
の
府
令
に
規
定
す
る
申
請
書
及
び
届
出
書
は
、
日
本
語
で
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ

し
、
住
所
、
氏
名
又
は
名
称
及
び
連
絡
先
に
つ
い
て
は
、
外
国
語
で
記
載
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
こ
の
府
令
に
規
定
す
る
申
請
書
及
び
届
出
書
に
添
え
る
書
類
は
、
日
本
語
又
は
英
語
で
記
載
さ
れ
た
も
の
に
限

る
。
た
だ
し
、
英
語
で
記
載
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
日
本
語
に
よ
る
翻
訳
文
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

３
　
特
別
の
事
情
に
よ
り
、
前
項
の
書
類
が
同
項
に
定
め
る
言
語
で
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
は
、
同
項
の

規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
日
本
語
に
よ
る
翻
訳
文
を
添
え
て
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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附
　
則

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
府
令
は
、
法
の
施
行
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
五
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
、
第
十
三

条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
、
第
十
六
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
、
第
十
九
条
及
び
第
二
十
条
第
一
項
か
ら
第

三
項
ま
で
の
規
定
は
、
法
附
則
第
一
条
第
二
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
準
備
行
為
）

第
二
条
　
法
附
則
第
二
条
に
規
定
す
る
許
可
又
は
認
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
こ
の
府
令
の
施
行
前
に
お
い
て

も
、
第
五
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
、
第
十
三
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
、
第
十
六
条
第
一
項
か
ら
第
三
項

ま
で
、
第
十
九
条
及
び
第
二
十
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
の
例
に
よ
り
、
そ
の
申
請
を
行
う
こ
と
が
で

き
る
。附

　
則
　
（
平
成
三
〇
年
一
〇
月
二
六
日
内
閣
府
令
第
五
〇
号
）

こ
の
府
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
元
年
六
月
二
七
日
内
閣
府
令
第
一
五
号
）

こ
の
府
令
は
、
不
正
競
争
防
止
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
令
和
元
年
七
月
一
日
）
か
ら
施

行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
元
年
九
月
一
三
日
内
閣
府
令
第
二
七
号
）

こ
の
府
令
は
、
成
年
被
後
見
人
等
の
権
利
の
制
限
に
係
る
措
置
の
適
正
化
等
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備

に
関
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
令
和
元
年
九
月
十
四
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
二
年
一
二
月
二
八
日
内
閣
府
令
第
八
四
号
）

こ
の
府
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
三
年
八
月
二
日
内
閣
府
令
第
五
二
号
）

こ
の
府
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
三
年
一
二
月
一
六
日
内
閣
府
令
第
七
四
号
）

こ
の
府
令
は
、
宇
宙
資
源
の
探
査
及
び
開
発
に
関
す
る
事
業
活
動
の
促
進
に
関
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
令
和

三
年
十
二
月
二
十
三
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

様
式
第
一
（
第
五
条
第
一
項
関
係
）

 

 

 

様式第一（第五条第一項関係） 

 

人工衛星等の打上げに係る許可申請書 

 

年  月  日 

内閣総理大臣 殿 

 

（郵便番号） 

                      住  所 

                      氏  名 

                     （法人にあっては、名称） 

                      連 絡 先 

 

 下記のとおり、人工衛星等の打上げの許可を受けたいので、人工衛星等の打上げ及び人

工衛星の管理に関する法律第４条第２項の規定により、申請します。 

 

記 

 

人工衛星の打上げ用ロケ

ットの設計（別紙１）又

は型式認定番号 

 

打上げ施設の場所、構造

及び設備（別紙２）又は

適合認定番号 

 

ロケット打上げ計画 

（別紙３） 

 

人工衛星の打上げ用ロケ

ットの型式、機体の名称

及び号機番号 

 

人工衛星の打上げ用ロケ

ットに搭載される人工衛

星の数並びにそれぞれの

人工衛星の名称、利用の

目的及び方法 

人工衛星の数： 

（名称） （目的及び方法） 

  

  

人工衛星等の打上げに係

る業務を行う役員の氏名

（申請者が法人の場合） 

 

人工衛星等の打上げに係

る業務を行う使用人の氏

名 

 

法第５条に定める欠格事由の該当有無 □ 有   □ 無 
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備考 １ 用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とすること。 

   ２ 人工衛星等の打上げ及び人工衛星の管理に関する法律施行規則第５条第２項各

号に掲げる書類を添付すること。 

  

 

 

 

（別紙１） 

人工衛星の打上げ用ロケットの設計 

１ 概要 

 

  

主要諸元 

型式（※１）  

機体の名称（※２）  

段構成  

補助ブースタ等の 

有無及び本数 
 

全長（m）  

直径（代表径）（m）  

全備質量（t） 

（人工衛星を除く） 
 

誘導方式 
 

 

飛行中断措置の方法  

 

 

※１ 型式とは、機体形態の別を考慮しないロケットの型式を指す名称をいう。例：H-IIA 

※２ 機体の名称とは、機体形態の別により異なる名称をいう。例：202 型 

 

 

衛星フェアリング 

名称  

全長（m）  

外径（m）  

質量（t）  

主要搭載電子装置  
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各段等の詳細（必要に応じ補助ロケット等※の諸元を追記すること） 
 

第  段 

   

全長（m）     

外径（m）     

質量（t）     

エンジン等の基（本）

数 

    

エンジン等１基（本）

あたり推力（kN） 

    

燃焼時間（s）     

推進薬種類  

 

       

推進薬質量（t）  

 

       

姿勢制御方式  

 

   

主要搭載電子装置  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ガスジェット・サイドジェット等の姿勢制御用エンジン等を含む 

 

打上げ能力 

高度（km）  

軌道傾斜角（度）  

打上げ可能質量

（kg） 

 

 

２ ロケットシステム系統図 

 

３ 飛行安全管制に係る主要構成装置等 

※装置等の名称、概要及び搭載段 

 

４ エンジン系統図（第 段） 

※１ 補助ロケット、姿勢制御用エンジン等を含む。 

※２ 着火装置等の安全に係る機能を含む。 

 

５ 軌道上における不要な人工物体（以下「軌道上デブリ」という。）発生の抑制のため

の措置 

※ロケット軌道投入段、人工衛星分離に係る装置等 

  

 

 

 

（別紙２） 

打上げ施設の場所、構造及び設備 

１ 概要 

施設名称  

 

所在地  

備考 施設が複数住所にまたがる場合は、代表地点の住所を記載すること。 

打上げ施設の概要及び主要設備の配置図 

 

 

２ 主要設備 

※名称及び概要、セキュリティ対策 

 

３ 発射装置 

※概要及びシステム系統図（着火装置等の安全に係るシステムを含む。） 

 

４ 飛行安全管制に係る主要構成装置等 

※概要及びシステム系統図 

 

  

備考 １ 縮尺等により距離情報を記載すること。 

２ 打上げ施設外との境界を明示すること。 
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（別紙３） 

ロケット打上げ計画 

 

１ 保安及びセキュリティ対策 

 

２ 防災計画の策定等 

 

３ 推進薬等の取扱いに係る安全対策 

 

４ 落下予想区域等を考慮した飛行経路の設定 

 

５ 適切な落下限界線の設定 

 

６ 警戒区域の設定及び第三者の進入防止体制の構築 

 

７ 自然災害等による警報発令時の対策 

 

８ 航空機や船舶等への事前通報 

 

９ 適切な打上げ日時の設定 

 

10 搭載される人工衛星を考慮した飛行能力 

 

11 気象状況を踏まえた飛行成立性の確認 

 

12 警戒区域解除前の第三者損害発生の防止 

 

13 飛行安全管制の実施 

 

14 飛行中断の実施 

 

15 海上浮遊物の回収 

 

16 軌道上デブリ発生の抑制 

 

17 ロケット軌道投入段の保護領域からの除去 

 

18 ロケット打上げ計画を実行する体制の構築 

 

 

  

様
式
第
二
（
第
五
条
第
四
項
及
び
第
九
条
第
二
項
関
係
）

 

 

 

様式第二（第五条第四項及び第九条第二項関係） 

 

人工衛星等の打上げ（変更）許可証 

 

下記のとおり申請のあった人工衛星等の打上げについて、人工衛星等の打上げ及び人工 

衛星の管理に関する法律 
第４条第１項 

第７条第１項 
の規定により（変更）許可する。 

 

年  月  日 

 

内閣総理大臣 

 

記 

 

１ 申請年月日 

 

２ 打上げ実施者の氏名又は名称 

 

３ 許可番号 

 

４ 人工衛星の打上げ用ロケットの型式、機体の名称及び号機番号 

 

５ 打上げ施設の名称及び場所 

名称： 

場所： 

 

６ 人工衛星の打上げ用ロケットに搭載される人工衛星の名称 

 

７ 許可に付した条件 
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様
式
第
三
（
第
九
条
第
一
項
関
係
）

 

 

 

様式第三（第九条第一項関係） 

 

人工衛星等の打上げに係る変更の許可申請書 

 

許可番号  

許可年月日  

型式及び号機番号  

 

年  月  日 

内閣総理大臣 殿 

 

（郵便番号） 

                      住  所 

                      氏  名 

                     （法人にあっては、名称） 

                      連 絡 先 

 

 下記のとおり、人工衛星等の打上げに係る変更の許可を受けたいので、人工衛星等の打

上げ及び人工衛星の管理に関する法律第７条第１項の規定により、申請します。 

 

記 

 

変更の内容 

新 旧 

 

 

 

 

 

 

変更理由 

 

 

 

 

備考 １ 用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とすること。 

２ 人工衛星等の打上げ及び人工衛星の管理に関する法律施行規則第５条第２項第

１号及び第２号に掲げる書類のうち当該変更事項に係る書類及び許可証の写しを

添付すること。  

様
式
第
四
（
第
九
条
第
四
項
関
係
）

 

 

 

様式第四（第九条第四項関係） 

 

人工衛星等の打上げに係る変更届出書 

 

許可番号  

許可年月日  

型式及び号機番号  

 

年  月  日 

内閣総理大臣 殿 

 

（郵便番号） 

                      住  所 

                      氏  名 

                     （法人にあっては、名称） 

                      連 絡 先 

 

 下記のとおり、人工衛星等の打上げ及び人工衛星の管理に関する法律第７条第２項に規

定される変更をしたので、同項の規定により、関係書類等を添えて届け出ます。 

 

記 

 

変更の内容 

新 旧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

変更理由 

 

 

 

 

備考 １ 用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とすること。 

２ 当該変更事項に係る書類及び許可証の写しを添付すること。 
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様
式
第
四
の
二
（
第
九
条
の
四
第
一
項
関
係
）

 
様式第四の二（第九条の四第一項関係） 

 
損害賠償担保措置の承認申請書 

 

年  月  日 

内閣総理大臣 殿 

 

（郵便番号） 

                      住  所 

                      氏  名 

                     （法人にあっては、名称） 

                      連 絡 先 

 

 下記のとおり、損害賠償担保措置の承認を受けたいので、人工衛星等の打上げ及び人工

衛星の管理に関する法律施行規則第９条の４第１項の規定により、申請します。 

 

記 

 

人工衛星等の打上げを予定する日  

人工衛星の打上げ用ロケットの発

射から全部の人工衛星を分離する

までの予定時間 

 

人工衛星の打上げ用ロケットの全

部又は一部が最後に再突入する予

定時期 

 

人工衛星の打上げ用ロケットの型

式、機体の名称及び号機番号 

 

打上げ施設の名称及び場所  

 

人工衛星の打上げ用ロケットに搭

載される人工衛星の数及びそれぞ

れの人工衛星の名称 

人工衛星の数： 

（名称） 

講じようとする損害賠償担保措置 

 

□ロケット落下等損害賠償責任保険契約及びロケッ

ト落下等損害賠償補償契約の締結  

□供託  

□その他 

法第４条第１項の許可の取得状況 □取得済 （許可番号：           ） 

□申請中 （申請日：            ） 

□申請前 

備考 １ 用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とすること。 

２ 人工衛星等の打上げ及び人工衛星の管理に関する法律施行規則第９条の４第２

 
項各号に掲げる書類を添付すること。 
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様
式
第
四
の
三
（
第
九
条
の
五
第
一
項
関
係
）

 
様式第四の三（第九条の五第一項関係） 

 
損害賠償担保措置の変更の承認申請書 

 

年  月  日 

内閣総理大臣 殿 

 

（郵便番号） 

                      住  所 

                      氏  名 

                     （法人にあっては、名称） 

                      連 絡 先 

 

 下記のとおり、損害賠償担保措置の変更の承認を受けたいので、人工衛星等の打上げ及

び 人工衛星の管理に関する法律施行規則第９条の５第１項の規定により、申請します。 

 

記 

 
 
 
損害賠償担保措置の

変更の内容 
 
 

新 旧 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
変更理由 
 
 

 
 

備考 １ 用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とすること。 

２ 人工衛星等の打上げ及び人工衛星の管理に関する法律施行規則第９条の４第２

項第１号から第３号までに掲げる書類のうち当該変更事項に係る書類を添付する

こと。 

 

様
式
第
五
（
第
十
条
第
一
項
関
係
）

 

 

 

様式第五（第十条第一項関係） 

 

人工衛星等の打上げに係る事業の譲渡及び譲受け認可申請書 

 

許可番号  

許可年月日  

型式及び号機番号  

 

年  月  日 

内閣総理大臣 殿 

（譲渡人）（郵便番号） 

                      住  所 

                      氏  名 

                     （法人にあっては、名称） 

      連 絡 先 

（譲受人）（郵便番号） 

                      住  所 

                      氏  名 

                     （法人にあっては、名称） 

      連 絡 先 

 

 下記のとおり、人工衛星等の打上げ及び人工衛星の管理に関する法律第１０条第１項の

規定により、人工衛星等の打上げに係る事業の譲渡及び譲受けについて認可を受けたいの

で申請します。 

 

記 

打上げ実施者の地位の承継に関する事項 

承継年月日     年  月  日 

譲渡人及び譲受人の氏名又は

名称及び住所 

（譲渡人）氏名又は名称： 

住所： 

（譲受人）氏名又は名称： 

住所： 

譲渡及び譲受けの理由  

 

 

法第５条に定める欠格事由の該当有無 □ 有   □ 無 

備考 １ 用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とすること。 

２ 人工衛星等の打上げ及び人工衛星の管理に関する法律施行規則第１０条第１項

各号に掲げる書類及び譲渡人の許可証の写しを添付すること。  
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様
式
第
六
（
第
十
条
第
二
項
関
係
）

 

 

 

様式第六（第十条第二項関係） 

 

法人の合併による打上げ実施者の地位の承継に係る認可申請書 

 

許可番号  

許可年月日  

型式及び号機番号  

 

年  月  日 

内閣総理大臣 殿 

 

（郵便番号） 

                      住  所 

                      合併する法人の名称 

                      連 絡 先 

（郵便番号） 

                      住  所 

                      合併する法人の名称 

                      連 絡 先 

 

 下記のとおり、人工衛星等の打上げ及び人工衛星の管理に関する法律第１０条第２項の

規定により、法人の合併による打上げ実施者の地位の承継について認可を受けたいので申

請します。 

 

記 

打上げ実施者の地位の承継に関する事項 

承継年月日     年  月  日 

合併後存続する法人又は合併

により設立される法人の名称

及び住所 

名称： 

住所： 

合併の理由  

 

 

法第５条に定める欠格事由の該当有無 □ 有   □ 無 

備考 １ 用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とすること。 

２ 人工衛星等の打上げ及び人工衛星の管理に関する法律施行規則第１０条第２項

各号に掲げる書類及び被承継者の許可証の写しを添付すること。 

  

様
式
第
七
（
第
十
条
第
三
項
関
係
）

 

 

 

様式第七（第十条第三項関係） 

 

法人の分割による打上げ実施者の地位の承継に係る認可申請書 

 

許可番号  

許可年月日  

型式及び号機番号  

 

年  月  日 

内閣総理大臣 殿 

 

（郵便番号） 

                      住  所 

                      分割する法人の名称 

                      連 絡 先 

 

 下記のとおり、人工衛星等の打上げ及び人工衛星の管理に関する法律第１０条第３項の

規定により、法人の分割による打上げ実施者の地位の承継について認可を受けたいので申

請します。 

 

記 

打上げ実施者の地位の承継に関する事項 

承継年月日     年  月  日 

分割により人工衛星等の打上

げに係る事業を承継する法人

の名称及び住所 

名称： 

住所： 

分割の理由  

 

 

法第５条に定める欠格事由の該当有無 □ 有   □ 無 

備考 １ 用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とすること。 

２ 人工衛星等の打上げ及び人工衛星の管理に関する法律施行規則第１０条第３項

各号に掲げる書類及び被承継者の許可証の写しを添付すること。 
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様
式
第
八
（
第
十
一
条
第
一
項
関
係
）

 

 

 

様式第八（第十一条第一項関係） 

 

人工衛星等の打上げに係る許可の失効届出書 

 

許可番号  

許可年月日  

型式及び号機番号  

 

年  月  日 

内閣総理大臣 殿 

 

（郵便番号） 

                      住  所 

                      氏  名 

                     （法人にあっては、名称） 

                      連 絡 先 

 

 下記のとおり、人工衛星等の打上げ及び人工衛星の管理に関する法律第１１条の規定に

より、届け出ます。 

 

許可失効年月日     年  月  日 

法第１１条各号のうち該当する号 □ 一   □ 二   □ 三   □ 四 

許可失効の理由が死亡の場合は、

死亡した者の氏名及び住所 

氏名： 

住所： 

許可失効の理由が死亡の場合は、

死亡した者との続柄 

 

備考 １ 用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とすること。 

２ 許可失効の理由が人工衛星等の打上げ及び人工衛星の管理に関する法律第１１

条第１号から第３号までのいずれかに該当する場合は、許可証を添付すること。 

  

様
式
第
九
（
第
十
三
条
第
一
項
関
係
）

 

 

 

様式第九（第十三条第一項関係） 

 

型式認定申請書 

 

年  月  日 

内閣総理大臣 殿 

 

（郵便番号） 

                      住  所 

                      氏  名 

                     （法人にあっては、名称） 

                      連 絡 先 

 

 下記のとおり、人工衛星の打上げ用ロケットの設計の型式認定を受けたいので、人工衛

星等の打上げ及び人工衛星の管理に関する法律第１３条第２項の規定により、申請しま

す。 

 

記 

 

人工衛星の打上げ用

ロケットの設計（ 

別紙） 

 

飛行中断措置その他

の人工衛星の打上げ

用ロケットの飛行経

路及び打上げ施設の

周辺の安全を確保す

る方法 

 

人工衛星の打上げ用

ロケットと打上げ施

設の適合性を確保す

る技術的条件 

 

備考 １ 用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とすること。 

２ 人工衛星等の打上げ及び人工衛星の管理に関する法律施行規則第１３条第２項

各号に掲げる書類を添付すること。 
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（別紙） 

人工衛星の打上げ用ロケットの設計 

１ 概要 

 

  

主要諸元 

型式（※１）  

機体の名称（※２）    

段構成    

補助ブースタ等の 

有無及び本数 
   

全長（m）    

直径（代表径）（m）    

全備質量（t） 

（人工衛星を除く） 
   

誘導方式 
 

 
  

飛行中断措置の方法  

 

 

 

 

 

 

 

 

※１ 型式とは、機体形態の別を考慮しないロケットの型式を指す名称をいう。例：H-IIA 

※２ 機体の名称とは、機体形態の別により異なる名称をいう。例：202 型 

 

 

衛星フェアリング 

名称    

全長（m）    

外径（m）    

質量（t）    

主要搭載電子装置  

 

 

  

 

 

 

機体の名称  

各段等の詳細（必要に応じ補助ロケット等※の諸元を追記すること） 
 

第  段 

   

全長（m）     

外径（m）     

質量（t）     

エンジン等の基（本）

数 

    

エンジン等１基（本）

あたり推力（kN） 

    

燃焼時間（s）     

推進薬種類  

 

       

推進薬質量（t）  

 

       

姿勢制御方式  

 

   

主要搭載電子装置  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ガスジェット・サイドジェット等の姿勢制御用エンジン等を含む 

 

打上げ能力（必要に応じて代表的軌道を追記すること） 

代表的軌道名称 低軌道 

   

高度（km）     

軌道傾斜角（度）     

打上げ可能質量

（kg） 

    

 

２ ロケットシステム系統図 

 

３ 飛行安全管制に係る主要構成装置等 

※装置等の名称、概要及び搭載段 

 

４ エンジン系統図（第 段） 

※１ 補助ロケット、姿勢制御用エンジン等を含む。 

※２ 着火装置等の安全に係る機能を含む。 

 

５ 軌道上における不要な人工物体（以下「軌道上デブリ」という。）発生の抑制のため

の措置 

※ロケット軌道投入段、人工衛星分離に係る装置等  
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様
式
第
十
（
第
十
三
条
第
四
項
及
び
第
十
四
条
第
二
項
関
係
）

 

 

 

様式第十（第十三条第四項及び第十四条第二項関係） 

 

型式（変更）認定書 

 

下記のとおり申請のあった人工衛星の打上げ用ロケットの設計について、人工衛星等の 

打上げ及び人工衛星の管理に関する法律 
第１３条第１項 

第１４条第 1 項 
の規定により型式（変更） 

認定を行う。 

 

年  月  日 

 

内閣総理大臣 

 

記 

 

１ 申請年月日 

 

２ 型式認定を受けた者の氏名又は名称 

 

３ 型式認定番号 

 

４ 人工衛星の打上げ用ロケットの型式及び機体の名称 

型式： 

機体の名称： 

 

  

様
式
第
十
一
（
第
十
四
条
第
一
項
関
係
）

 

 

 

様式第十一（第十四条第一項関係） 

 

型式認定に係る変更の認定申請書 

 

型式認定番号  

型式認定年月日  

型式  

 

年  月  日 

内閣総理大臣 殿 

 

（郵便番号） 

                      住  所 

                      氏  名 

                     （法人にあっては、名称） 

                      連 絡 先 

 

 下記のとおり、人工衛星の打上げ用ロケットの型式認定に係る変更の認定を受けたいの

で、人工衛星等の打上げ及び人工衛星の管理に関する法律第１４条第１項の規定により、

申請します。 

 

記 

 

変更の内容 

新 旧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

変更理由 

 

 

 

 

備考 １ 用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とすること。 

２ 人工衛星等の打上げ及び人工衛星の管理に関する法律施行規則第１３条第２項

第１号から第３号までに掲げる書類のうち当該変更事項に係る書類、当該変更後

の人工衛星の打上げ用ロケットの設計がロケット安全基準に適合していることを

証する書類及び型式認定書の写しを添付すること。 
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様
式
第
十
二
（
第
十
四
条
第
四
項
関
係
）

 

 

 

様式第十二（第十四条第四項関係） 

 

型式認定に係る変更届出書 

 

型式認定番号  

型式認定年月日  

型式  

 

年  月  日 

内閣総理大臣 殿 

 

（郵便番号） 

                      住  所 

                      氏  名 

                     （法人にあっては、名称） 

                      連 絡 先 

 

 下記のとおり、人工衛星の打上げ用ロケットの型式認定に係る変更をしたので、人工衛

星等の打上げ及び人工衛星の管理に関する法律第１４条第２項の規定により、届け出ま

す。 

 

記 

 

変更の内容 

新 旧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

変更理由 

 

 

 

 

備考 １ 用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とすること。 

２ 当該変更事項に係る書類及び型式認定書の写しを添付すること。  

様
式
第
十
三
（
第
十
六
条
第
一
項
関
係
）

 

 

 

様式第十三（第十六条第一項関係） 

 

適合認定申請書 

 

年  月  日 

内閣総理大臣 殿 

 

（郵便番号） 

                      住  所 

                      氏  名 

                     （法人にあっては、名称） 

                      連 絡 先 

 

 下記のとおり、打上げ施設の適合認定を受けたいので、人工衛星等の打上げ及び人工衛

星の管理に関する法律第１６条第２項の規定により、申請します。 

 

記 

 

打上げ施設の場所、構造及び

設備（別紙） 

 

型式認定番号  

型式  

型式認定年月日     年  月  日 

飛行中断措置その他の人工衛

星の打上げ用ロケットの飛行

経路及び打上げ施設の周辺の

安全を確保する方法 

 

備考 １ 用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とすること。 

２ 人工衛星等の打上げ及び人工衛星の管理に関する法律施行規則第１６条第２項

各号に掲げる書類を添付すること。 
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（別紙） 

打上げ施設の場所、構造及び設備 

１ 概要 

施設名称  

 

所在地  

備考 施設が複数住所にまたがる場合は、代表地点の住所を記載すること。 

打上げ施設の概要及び主要設備の配置図 

 

 

２ 主要設備 

※名称及び概要、セキュリティ対策 

 

３ 発射装置 

※概要及びシステム系統図（着火装置等の安全に係るシステムを含む。） 

 

４ 飛行安全管制に係る主要構成装置等 

※概要及びシステム系統図 

  

備考 １ 縮尺等により距離情報を記載すること。 

２ 打上げ施設外との境界を明示すること。 

様
式
第
十
四
（
第
十
六
条
第
四
項
及
び
第
十
七
条
第
二
項
関
係
）

 

 

 

様式第十四（第十六条第四項及び第十七条第二項関係） 

 

打上げ施設（変更）認定書 

 

下記のとおり申請のあった打上げ施設について、人工衛星等の打上げ及び人工衛星の管 

理に関する法律 
第１６条第１項 

第１７条第 1 項 
の規定により適合（変更）認定を行う。 

 

年  月  日 

 

内閣総理大臣 

 

記 

 

１ 申請年月日 

 

２ 適合認定を受けた者の氏名又は名称 

 

３ 適合認定番号 

 

４ 対象とする人工衛星の打上げ用ロケットの型式 

 

５ 打上げ施設の名称及び場所 

名称： 

場所： 
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様
式
第
十
五
（
第
十
七
条
第
一
項
関
係
）

 

 

 

様式第十五（第十七条第一項関係） 

 

適合認定に係る変更の認定申請書 

 

適合認定番号  

適合認定年月日  

型式  

 

年  月  日 

内閣総理大臣 殿 

 

（郵便番号） 

                      住  所 

                      氏  名 

                     （法人にあっては、名称） 

                      連 絡 先 

 

 下記のとおり、打上げ施設の適合認定に係る変更の認定を受けたいので、人工衛星等の打

上げ及び人工衛星の管理に関する法律第１７条第１項の規定により、申請します。 

 

記 

 

変更の内容 

新 旧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

変更理由 

 

 

 

 

備考 １ 用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とすること。 

２ 人工衛星等の打上げ及び人工衛星の管理に関する法律施行規則第１６条第２項

第１号に掲げる書類のうち当該変更事項に係る書類、当該変更後の打上げ施設が

型式別施設安全基準に適合していることを証する書類及び打上げ施設認定書の写

しを添付すること。  

様
式
第
十
六
（
第
十
七
条
第
四
項
関
係
）

 

 

 

様式第十六（第十七条第四項関係） 

 

適合認定に係る変更届出書 

 

適合認定番号  

適合認定年月日  

型式  

 

年  月  日 

内閣総理大臣 殿 

 

（郵便番号） 

                      住  所 

                      氏  名 

                     （法人にあっては、名称） 

                      連 絡 先 

 

 下記のとおり、打上げ施設の適合認定に係る変更をしたので、人工衛星等の打上げ及び人

工衛星の管理に関する法律第１７条第２項の規定により、届け出ます。 

 

記 

 

変更の内容 

新 旧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

変更理由 

 

 

 

 

備考 １ 用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とすること。 

２ 当該変更事項に係る書類及び打上げ施設認定書の写しを添付すること。 
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様
式
第
十
七
（
第
二
十
条
第
一
項
関
係
）

 
様式第十七（第二十条第一項関係） 
 

人工衛星の管理に係る許可申請書 
 

 
年  月  日 

内閣総理大臣 殿 
 

（郵便番号） 
                      住  所 
                      氏  名 
                     （法人にあっては、名称） 
                      連 絡 先 
 
 下記のとおり、人工衛星の管理の許可を受けたいので、人工衛星等の打上げ及び人工衛

星の管理に関する法律第２０条第２項の規定により、申請します。 
 

記 
 
人工衛星の名称  
人工衛星管理設備

の場所 
 

人工衛星の軌道  
 

人工衛星の利用の

目的及び方法 
□ 測位 □ 通信・放送 □ リモートセンシング   
□ 宇宙科学 □ 宇宙資源の探査・開発（※） 
□ その他（           ） 
※宇宙資源の探査及び開発に関する事業活動の促進に関する法律

第２条第２号に規定する宇宙資源の探査及び開発を目的とする場

合 
人工衛星の構造

（別紙１） 
 

法第２２条第４号

に定める終了措置

の内容 

□ イ   □ ロ   □ ハ   □ ニ 
 
 
 

管理計画 
（別紙２） 

 
 

死亡時代理人の氏

名又は名称及び住

所（申請者が個人

 

 
の場合） 

人工衛星の管理に

係る業務を行う役

員の氏名（申請者

が法人の場合） 

 

人工衛星の管理に

係る業務を行う使

用人の氏名 

 

法第２１条に定める欠格事由の該当有無 □ 有   □ 無 
備考 １ 用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とすること。 

２ 人工衛星等の打上げ及び人工衛星の管理に関する法律施行規則第２０条第２項

各号に掲げる書類を添付すること。 
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（別紙１） 

人工衛星の構造 
１ 概要 
寸法（mm） （打上げ時） 

（運用時） 
全備質量（kg）  
設計寿命  
電源方式  

 
姿勢制御方式  

 
推進方式 
□ 有  □ 無 

 
 

推進薬種類  
 

 
 

推進薬質量（kg）   
火工品 
□ 有  □ 無 

 

展開物 
□ 有  □ 無 

 

主要構造材料  
 
 

主要搭載機器  
 
 

他の天体由来の物

質を地球に落下さ

せて回収する計画 
□ 有  □ 無 

 

地球以外の天体を

回る軌道に投入ま

たは当該天体に落

下させる計画 
□ 有  □ 無 

 

 

２ 概要図 

 

３ 人工衛星システム系統図 

 

  

 
（別紙２） 

管理計画 
 
１ 人工衛星管理設備の概要 

 

２ 人工衛星の管理の方法 

 

３ 分離又は結合時の他の人工衛星の管理への干渉防止 

 

４ 異常時の破砕防止 

 

５ 他の人工衛星等との衝突回避 

 

６ 終了措置 

 

７ 人工衛星の管理を実行する体制の構築 

 （管理の組織及び業務、異常事態への対応、セキュリティ対策の構築等） 
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様
式
第
十
八
（
第
二
十
条
第
六
項
及
び
第
二
十
五
条
第
二
項
関
係
）

 
様式第十八（第二十条第六項及び第二十五条第二項関係） 
 

人工衛星の管理（変更）許可証 
 
下記のとおり申請のあった人工衛星の管理について、人工衛星等の打上げ及び人工衛星 

の管理に関する法律 
第２０条第１項 
第２３条第１項 

の規定により（変更）許可する。 

 
   年  月  日 
 

内閣総理大臣 
 

記 
 
１ 申請年月日 
 
２ 人工衛星管理者の氏名又は名称 
 
３ 許可番号 
 
４ 人工衛星の名称 
 
５ 人工衛星管理設備の場所 
 
６ 許可に付した条件 
 
 

様
式
第
十
九
（
第
二
十
五
条
第
一
項
関
係
）

 

 

 

様式第十九（第二十五条第一項関係） 

 

人工衛星の管理に係る変更の許可申請書 

 

許可番号  

許可年月日  

人工衛星の名称  

 

年  月  日 

内閣総理大臣 殿 

 

（郵便番号） 

                      住  所 

                      氏  名 

                     （法人にあっては、名称） 

                      連 絡 先 

 

 下記のとおり、人工衛星の管理に係る変更の許可を受けたいので、人工衛星等の打上げ

及び人工衛星の管理に関する法律第２３条第１項の規定により、申請します。 

 

記 

 

変更の内容 

新 旧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

変更理由 

 

 

 

 

備考 １ 用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とすること。 

２ 人工衛星等の打上げ及び人工衛星の管理に関する法律施行規則第２０条第２項

第１号に掲げる書類のうち当該変更事項に係る書類及び許可証の写しを添付する

こと。 
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様
式
第
二
十
（
第
二
十
五
条
第
四
項
関
係
）

 

 

 

様式第二十（第二十五条第四項関係） 

 

人工衛星の管理に係る変更届出書 

 

許可番号  

許可年月日  

人工衛星の名称  

 

年  月  日 

内閣総理大臣 殿 

 

（郵便番号） 

                      住  所 

                      氏  名 

                     （法人にあっては、名称） 

                      連 絡 先 

 

 下記のとおり、人工衛星等の打上げ及び人工衛星の管理に関する法律第２３条第２項に

規定される変更をしたので、同項の規定により、関係書類等を添えて届け出ます。 

 

記 

 

変更の内容 

新 旧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

変更理由 

 

 

 

 

備考 １ 用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とすること。 

２ 当該変更事項に係る書類及び許可証の写しを添付すること。  

様
式
第
二
十
一
（
第
二
十
六
条
第
一
項
関
係
）

 

 

 

様式第二十一（第二十六条第一項関係） 

 

人工衛星の事故届出書 

 

許可番号  

許可年月日  

人工衛星の名称  

 

年  月  日 

内閣総理大臣 殿 

 

（郵便番号） 

                      住  所 

                      氏  名 

                     （法人にあっては、名称） 

                      連 絡 先 

 

 下記のとおり、人工衛星に事故があったので、人工衛星等の打上げ及び人工衛星の管理

に関する法律第２５条の規定により、届け出ます。 

 

記 

 

当該事故の状況  

 

当該事故が発生した

日時及び位置 

日時： 

位置： 

当該事故の発生後の

人工衛星の軌道 

 

 

備考 １ 用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とすること。 
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様
式
第
二
十
二
（
第
二
十
七
条
第
一
項
関
係
）

 

 

 

様式第二十二（第二十七条第一項関係） 

 

人工衛星の管理に係る事業の譲渡及び譲受け認可申請書 

 

許可番号  

許可年月日  

人工衛星の名称  

 

年  月  日 

内閣総理大臣 殿 

（譲渡人）（郵便番号） 

                      住  所 

                      氏  名 

                     （法人にあっては、名称） 

                      連 絡 先 

（譲受人）（郵便番号） 

                      住  所 

                      氏  名 

                     （法人にあっては、名称） 

                      連 絡 先 

 

 下記のとおり、人工衛星等の打上げ及び人工衛星の管理に関する法律第２６条第１項の

規定により、人工衛星の管理に係る事業の譲渡及び譲受けについて認可を受けたいので申

請します。 

 

記 

人工衛星管理者の地位の承継に関する事項 

承継年月日     年  月  日 

譲渡人及び譲受人の氏名又は

名称及び住所 

（譲渡人）氏名又は名称： 

住所： 

（譲受人）氏名又は名称： 

住所： 

譲渡及び譲受けの理由  

 

 

法第２１条に定める欠格事由の該当有無 □ 有   □ 無 

備考 １ 用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とすること。 

２ 人工衛星等の打上げ及び人工衛星の管理に関する法律施行規則第２７条第１項

各号に掲げる書類及び譲渡人の許可証の写しを添付すること。 

 

様
式
第
二
十
三
（
第
二
十
七
条
第
二
項
関
係
）

 

 

 

様式第二十三（第二十七条第二項関係） 

 

人工衛星の管理に係る事業の譲渡届出書 

 

許可番号  

許可年月日  

人工衛星の名称  

 

年  月  日 

内閣総理大臣 殿 

 

（郵便番号） 

                      住  所 

                      氏  名 

                     （法人にあっては、名称） 

                      連 絡 先 

 

 下記のとおり、人工衛星等の打上げ及び人工衛星の管理に関する法律第２６条第２項に

規定される人工衛星の管理に係る事業の譲渡を行うので、同項の規定により、届け出ま

す。 

記 

 

譲渡年月日     年  月  日 

譲受人の氏名又は名称及び住

所 

氏名又は名称： 

住所： 

譲渡の理由  

 

 

譲受人が用いる人工衛星管理

設備の場所 

 

備考 １ 用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とすること。 

２ 人工衛星等の打上げ及び人工衛星の管理に関する法律施行規則第２７条第１項

各号に掲げる書類及び譲渡人の許可証の写しを添付すること。 
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様
式
第
二
十
四
（
第
二
十
七
条
第
三
項
関
係
）

 

 

 

様式第二十四（第二十七条第三項関係） 

 

法人の合併による人工衛星管理者の地位の承継に係る認可申請書 

 

許可番号  

許可年月日  

人工衛星の名称  

 

年  月  日 

内閣総理大臣 殿 

 

（郵便番号） 

                      住  所 

                      合併する法人の名称 

                      連 絡 先 

（郵便番号） 

                      住  所 

                      合併する法人の名称 

                      連 絡 先 

 

 下記のとおり、人工衛星等の打上げ及び人工衛星の管理に関する法律第２６条第３項の

規定により、法人の合併による人工衛星管理者の地位の承継について認可を受けたいので

申請します。 

 

記 

人工衛星管理者の地位の承継に関する事項 

承継年月日     年  月  日 

合併後存続する法人又は合併

により設立される法人の名称

及び住所 

名称： 

住所： 

合併の理由  

 

 

法第２１条に定める欠格事由の該当有無 □ 有   □ 無 

備考 １ 用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とすること。 

２ 人工衛星等の打上げ及び人工衛星の管理に関する法律施行規則第２７条第３項

各号に掲げる書類及び被承継者の許可証の写しを添付すること。 

  

様
式
第
二
十
五
（
第
二
十
七
条
第
四
項
関
係
）

 

 

 

様式第二十五（第二十七条第四項関係） 

 

法人の分割による人工衛星管理者の地位の承継に係る認可申請書 

 

許可番号  

許可年月日  

人工衛星の名称  

 

年  月  日 

内閣総理大臣 殿 

 

（郵便番号） 

                      住  所 

                      分割する法人の名称 

                      連 絡 先 

 

 下記のとおり、人工衛星等の打上げ及び人工衛星の管理に関する法律第２６条第４項の

規定により、法人の分割による人工衛星管理者の地位の承継について認可を受けたいので

申請します。 

 

記 

人工衛星管理者の地位の承継に関する事項 

承継年月日     年  月  日 

分割により人工衛星の管理に

係る事業を承継する法人の名

称及び住所 

名称： 

住所： 

 

分割の理由  

 

 

法第２１条に定める欠格事由の該当有無 □ 有   □ 無 

備考 １ 用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とすること。 

２ 人工衛星等の打上げ及び人工衛星の管理に関する法律施行規則第２７条第４項

各号に掲げる書類及び被承継者の許可証の写しを添付すること。 
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様
式
第
二
十
六
（
第
二
十
八
条
関
係
）

 

 

 

様式第二十六（第二十八条関係） 

 

人工衛星管理者に係る死亡届出書 

 

許可番号  

許可年月日  

人工衛星の名称  

 

年  月  日 

内閣総理大臣 殿 

 

（郵便番号） 

                      住  所 

                      氏  名 

                      連 絡 先 

 

 下記のとおり、人工衛星等の打上げ及び人工衛星の管理に関する法律第２７条第１項の

規定により、届け出ます。 

 

死亡した者の氏名及び住所 氏名： 

住所： 

死亡年月日     年  月  日 

死亡した者との続柄  

備考 １ 用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とすること。 

  

様
式
第
二
十
七
（
第
二
十
九
条
関
係
）

 

 

 

様式第二十七（第二十九条関係） 

 

人工衛星の管理に係る終了措置届出書 

 

許可番号  

許可年月日  

人工衛星の名称  

 

年  月  日 

内閣総理大臣 殿 

 

（郵便番号） 

                      住  所 

                      氏  名 

                     （法人にあっては、名称） 

                      連 絡 先 

 

 下記のとおり、人工衛星の管理を終了するので、人工衛星等の打上げ及び人工衛星の管

理に関する法律第２８条第１項の規定により、届け出ます。 

 

記 

 

終了措置を講ずる年月日     年  月  日 

終了措置を講ずる理由  

 

 

法第２２条第４号に定める 

終了措置の内容 

□ イ   □ ロ   □ ハ   □ ニ 

 

 

 

 

備考 １ 用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とすること。 

２ 法第２２条第４号ニの措置を行う場合は、人工衛星の位置、姿勢及び状態を終

了措置の内容の欄に記載すること。 
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様
式
第
二
十
八
（
第
三
十
条
関
係
）

 

 

 

様式第二十八（第三十条関係） 

 

人工衛星管理者である法人に係る解散届出書 

 

許可番号  

許可年月日  

人工衛星の名称  

 

年  月  日 

内閣総理大臣 殿 

 

（清算人又は破産管財人）（郵便番号） 

                      住  所 

                      氏  名 

                     （法人にあっては、名称） 

                      連 絡 先 

 

 

 下記のとおり、人工衛星管理者である法人が合併以外の事由により解散したので、人工

衛星等の打上げ及び人工衛星の管理に関する法律第２９条第１項の規定により、届け出ま

す。 

 

記 

 

解散した法人の名称及び住所 名称： 

住所： 

解散年月日     年  月  日 

備考 １ 用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とすること。 

  

様
式
第
二
十
九
（
第
三
十
二
条
関
係
）

 

 

 

様式第二十九（第三十二条関係） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

人工衛星等の打上げ及び人工衛星の管理に関する法律抜粋 

 

第３１条 内閣総理大臣は、この法律の施行に必要な限度において、打上げ実施者、第十三条第一項

の型式認定を受けた者、第十六条第一項の適合認定を受けた者若しくは人工衛星管理者に対し必

要な報告を求め、又はその職員に、これらの者の事務所その他の事業所に立ち入り、これらの者の

帳簿、書類その他の物件を検査させ、若しくは関係者に質問させることができる。 

２ 前項の規定による立入検査をする職員は、その身分を示す証明書を携帯し、関係者の請求があ

ったときは、これを提示しなければならない。 

３ 第一項の規定による立入検査の権限は、犯罪捜査のために認められたものと解してはならない。 

第６２条 次の各号のいずれかに該当する者は、百万円以下の罰金に処する。 

一・二 （略） 

三 第三十一条第一項の規定による報告をせず、若しくは虚偽の報告をし、又は同項の規定によ

る検査を拒み、妨げ、若しくは忌避し、若しくは同項の規定による質問に対して答弁をせず、

若しくは虚偽の答弁をした者 

四 （略） 

写 
 
 

真 

職名及び氏名 

年  月  日生 

年  月  日発行 

人工衛星等の打上げ及び人工衛星の管理に関する法律第３１条第２項の規定

による身分証明書 

内 閣 総 理 大 臣 

第    号 

（表） 

（裏） 
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様
式
第
三
十
（
第
三
十
六
条
第
一
項
関
係
）

 

 

 

様式第三十（第三十六条第一項関係） 

 

供託物取戻承認申請書 

 

年  月  日 

内閣総理大臣 殿 

 

（郵便番号） 

                      住  所 

                      氏  名 

                     （法人にあっては、名称） 

                      連 絡 先 

 

 下記のとおり、人工衛星等の打上げ及び人工衛星の管理に関する法律第５１条の規定に

より、損害賠償担保措置としての供託物の取戻しについて承認を受けたいので、申請しま

す。 

 

記 

 

法第５１条各号のうち該当する号 □ 一   □ 二   □ 三 

現に存する供託物  

取り戻そうとする供託物  

備考 １ 用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とすること。 

２ 人工衛星等の打上げ及び人工衛星の管理に関する法律第５１条各号のいずれか

に該当することを証する書類を添付すること。 
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